
（年４回発行）

２
・
３
面
　
入
学
式
グ
ラ
フ
／
学
長
の
言
葉
つ
づ
き
　
ほ
か

４
面
　
名
誉
教
授
8
氏
／
新
任
教
員
25
氏
紹
介

５
面
　
創
立
記
念
寄
付
者
芳
名
／
理
窓
会
だ
よ
り
／
新
任
職
員

6
面
　
平
成
22
年
度
事
業
計
画
／
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
街
紹
介

7
面
　
平
成
22
年
度
予
算
／
学
費
据
え
置
き

８
面
　
平
成
21
年
度
就
職
状
況
／
職
員
海
外
研
修
報
告

９
面
　
山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

10
面
　
平
成
21
年
度
卒
業
式
／
長
万
部
退
寮
式
／
各
種
受
賞

11
面
　
平
成
22
年
度
入
試
総
括
／
表
彰
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

12
面
　「
理
大
・
人
」
／
学
生
表
彰
＆
学
長
表
彰

　
平
成
二
十
二
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
九
日
（
金
）
午
前
十

時
十
五
分
か
ら
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
五
千
六
百

人
の
新
入
生
を
迎
え
た
会
場
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
学
管
弦
楽
団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。
新
入
生
や
参
列
の
ご
父
母
も
少
し

緊
張
し
た
表
情
で
し
た
が
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
藤
嶋
学
長
の
式
辞
の
後
、
本
学
合
唱
団
に
合
わ
せ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式

が
終
了
し
ま
し
た
。
基
礎
工
学
部
の
新
入
生
は
式
終
了
後
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
と
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
羽
田
空
港
へ
向
か
い
ま
し
た
＝
第
３
面
へ
続
く
。

　
本
日
こ
こ
に
、
多
数
の
ご
来

賓
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
各
位

の
ご
臨
席
の
下
、
平
成
二
十
二

年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
を

挙
行
す
る
に
当
た
り
、
学
長
と

し
て
皆
様
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
大
学

院
、
専
攻
科
に
進
学
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
入
学
、
進
学
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
の
皆
さ
ん
を
今
日
ま
で
支

え
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族
の
方
々

に
も
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
東

京
理
科
大
学
で
学
ぶ
に
当
た
っ

て
、
本
学
の
歴
史
や
教
育
方
針

な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
大
学
生
活

を
送
る
に
当
た
っ
て
の
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
理
科
大
学
の
起
源
は
、

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
百
二
十

九
年
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八

一
年
）
に
設
立
さ
れ
た
「
東
京

物
理
学
講
習
所
」
と
い
う
小
さ

な
専
門
学
校
で
、
そ
の
二
年
後

に
「
東
京
物
理
学
校
」
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。
設
立
に
携
わ
っ

た
の
は
、
当
時
、
東
京
大
学
理

学
部
物
理
学
科
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
二
十
代
半
ば
の
若
い
理

学
士
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は

「
法
文
学
の
諸
学
科
に
比
べ
て

理
学
の
諸
学
科
の
進
歩
が
著
し

く
遅
れ
て
い
る
の
で
、
国
の
発

展
の
た
め
に
理
学
の
普
及
を
行

う
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
強
い

志
の
も
と
に
、
多
く
の
困
難
を

克
服
し
、
多
大
の
努
力
を
払
っ

て
学
校
を
運
営
し
た
の
で
す
。

わ
が
国
が
近
代
化
を
成
し
遂
げ

た
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

当
時
の
エ
リ
ー
ト
養
成
学
校
で

あ
る
師
範
学
校
と
中
等
学
校
の

数
学
、
物
理
学
、
化
学
の
教
員

の
う
ち
、
実
に
半
数
以
上
を
物

理
学
校
の
卒
業
生
が
占
め
、

「
理
学
の
普
及
に
よ
っ
て
国
を

発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
理
念
を

実
践
し
た
の
で
し
た
。
当
時

は
、
学
校
の
理
数
教
員
と
い
え

ば
物
理
学
校
出
身
者
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

夏
目
漱
石
の
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』
の
主
人
公
の
数
学
の
先
生

も
物
理
学
校
出
身
な
の
で
す
。

物
理
学
校
は
、
真
に
実
力
を
つ

け
た
者
し
か
卒
業
さ
せ
な
か
っ

た
の
で
、「
実
力
主
義
」
の
学

校
と
し
て
定
評
が
あ
り
、
今
日

で
も
そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で

い
ま
す
。

　
戦
後
の
学
制
改
革
に
伴
っ

て
、「
東
京
物
理
学
校
」は
「
東

京
理
科
大
学
」
と
な
り
、
理
学

部
だ
け
で
な
く
薬
学
部
、
工
学

部
な
ど
多
く
の
学
部
・
学
科
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大

学
院
研
究
科
も
設
置
さ
れ
て
、

今
日
で
は
大
学
が
八
学
部
三
十

三
学
科
、
大
学
院
は
十
一
研
究

科
三
十
専
攻
と
い
う
私
学
有
数

の
理
工
系
総
合
大
学
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

＊
3
面
に
つ
づ
く
　

の
み
先
行
し
て
昨
年
九
月
の
後

期
授
業
か
ら
利
用
を
開
始
し
て

お
り
、
残
る
三
棟
の
完
成
が
待

た
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
号
館
は
十
二
の
教
室
を
配

置
し
、
講
義
中
心
の
建
物
で

す
。
新
設
さ
れ
た
約
百
八
十
人

収
容
の
二
つ
の
階
段
教
室
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
３
号
館
の
十

四
の
教
室
と
合
わ
せ
、
理
学
部

と
工
学
部
の
大
多
数
の
講
義
が

既
存
の
６
号
館
と
２
、
３
号
館

　
神
楽
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
の
耐
震
補
強

お
よ
び
改
修
工
事

が
終
了
し
、
四
月

か
ら
利
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

　
工
事
対
象
と
な

っ
て
い
た
の
は
外

堀
通
り
に
面
す
る

７
、
９
号
館
と
そ

の
北
西
側
に
位
置

す
る
２
、３
号
館
。

そ
の
う
ち
３
号
館

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
外
堀
通
り
側
の
７
号
館
で
は

一
、
二
階
に
生
協
店
舗
が
展

開
。
従
来
よ
り
も
店
舗
面
積
が

広
が
っ
た
た
め
、
書
籍
部
門
が

充
実
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｃ
、
文
具
な

ど
教
材
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
。
四
階
に
は
四

月
に
新
設
さ
れ
た
大
学
院
国
際

火
災
科
学
研
究
科
が
入
り
、
五

階
か
ら
は
理
学
部
第
一
・
二
部

の
数
学
科
研
究
室
や
ゼ
ミ
室
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
は

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
付

で
、
河
村
洋
（
か
わ
む
ら
・
ひ

ろ
し
）
シ
ス
テ
ム
工
学
部
教
授

片
岡
先
生
か
ら
河
村
先
生
に
交

代
し
ま
し
た
。

（
河
村
学
長
の
入
学
式
式
辞
は

９
面
に
掲
載
）

に
諏
訪
東
京
理
科
大
学

長
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

片
岡
・
前
学
長
の
任
期

満
了
に
伴
う
も
の
で
、

任
期
は
四
年
間
。
こ
れ

に
よ
り
、
学
校
法
人
東

京
理
科
大
学
理
事
は
、

　
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
は

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
付
で

次
の
三
人
に
東
京
理
科
大
学
副

学
長
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
副
学

長
職
の
任
期
満
了
に
伴
う
も
の

で
、
任
期
は
二
年
間
。

植
木
正
彬
　
副
学
長
（
再
任
）

　
総
務
・
入
試
担
当

瀬
戸
裕
之
　
副
学
長
（
再
任
）

　
広
報
・
リ
ス
ク
管
理
担
当

福
山
秀
敏
　
副
学
長
（
新
任
）

　
研
究
・
国
際
化
推
進
担
当

　「
人
の
一
生

は
重
荷
を
負
う

て
、
遠
き
道
を

ゆ
く
が
如
し
」

は
、
か
の
徳
川

家
康
公
の
遺
訓

で
あ
る
。
大
学

生
だ
っ
た
こ
ろ
は
ピ
ン
と
こ
な

か
っ
た
こ
の
言
葉
も
、
年
を
重

ね
る
ご
と
に
共
感
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
言
葉
は

さ
ら
に
、「
い
そ
ぐ
べ
か
ら
ず
」

と
続
く
。
▼
四
月
を
迎
え
、
新

し
く
社
会
人
に
な
る
卒
業
生
に

は
毎
年
、
こ
の
言
葉
を
贈
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
大
学
を
卒
業

す
る
ま
で
は
、
誰
で
も
毎
年
四

月
に
な
る
と
、
必
ず
階
段
を
一

つ
上
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
社
会
に
出
る
と
、
こ
の
階

段
は
な
く
な
り
、
長
く
平
坦
な

人
生
が
始
ま
る
。
▼
大
学
最
終

年
度
を
迎
え
た
学
生
た
ち
は
、

今
、
就
職
活
動
の
真
っ
最
中
で

あ
る
。
折
り
悪
し
く
、
未
曾
有

の
就
職
難
で
あ
る
。
自
分
の
一

生
を
考
え
る
上
で
、
最
も
大
事

で
あ
る
は
ず
の
こ
の
時
期
に
、

毎
日
、
幾
つ
も
の
会
社
の
説
明

会
や
面
接
に
追
わ
れ
て
い
る
学

生
を
見
る
と
、
非
常
に
気
の
毒

に
感
じ
る
。
学
生
に
と
っ
て

は
、
就
職
が
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
上
に
、
大
学
で
本
来
行
う

べ
き
学
問
、
研
究
も
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
い
る
。
▼
せ
っ
か
く

決
ま
っ
た
会
社
で
も
、
就
職
し

て
二
、
三
年
で
辞
め
て
し
ま
う

人
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
就
職

活
動
の
あ
ま
り
の
厳
し
さ
に
、

自
分
を
見
つ
め
て
、
ゆ
っ
く
り

と
将
来
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
期
、
学
生
に
は
周
り
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
い
そ
が
ず
、
自

分
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
り

た
い
の
か
を
じ
っ
く
り
と
考
え

て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
始

ま
る
長
い
道
の
り
で
、
重
荷
に

耐
え
ら
れ
ず
、
歩
け
な
く
な
っ

て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
。（Ｊ

・
Ｔ
）

　
９
号
館
に
は
、
点
在
し
て
い

た
事
務
局
各
課
が
集
約
さ
れ
、

よ
り
効
率
的
、
機
能
的
な
事
務

局
態
勢
が
完
成
し
ま
し
た
。
学

生
の
利
用
の
多
い
学
生
課
や
就

職
課
、
学
部
事
務
課
な
ど
が
下

層
階
に
ま
と
ま
り
、
利
用
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
通
り

に
面
し
た
南
側
に
大
階
段
が
設

置
さ
れ
、
正
面
玄
関
は
一
面
ガ

ラ
ス
張
り
で
、
明
る
く
開
放
的

な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
九
段
校
舎
か
ら

工
学
部
第
一
・
二
部
経
営
工
学

科
研
究
室
が
３
号
館
五
〜
八
階

に
、
工
学
部
第
二
部
の
教
養
お

よ
び
電
気
工
学
科

の
研
究
室
が
１
号
館
十
三
階
に

移
り
ま
し
た
。

　
ま
た
部
活
や
サ
ー
ク
ル
の
た

め
の
部
室
が
２
号
館
五
階
と
３

号
館
地
下
一
階
に
合
計
五
十
四

部
屋
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
、
９
号
館
前
に
設
け
ら
れ

た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
憩
い
の

場
と
し
て
、
ま
た
理
大
祭
な
ど

大
学
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
利
用

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
各
部
屋
の
利
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
が
、
事
務
局
各

課
の
引
っ
越
し
は
順
次
行
っ
て

お
り
、
五
月
中
に
す
べ
て
完
了

す
る
予
定
で
す
。

副
学
長
を
委
嘱

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
入
生
の
皆
さ
ん
に

常
に
科
学
的
視
点
を

学
　
長

　藤
嶋

　
　昭

─
─
─
─
輝
く
歴
史
を
受
け
継
ぐ
主
役
と
し
て
…
…
平
成
22
年
度
入
学
式
＝
日
本
武
道
館
で

リニューアルした 7・9号館

諏
訪
学
長
交
代

東　京　理　科　大　学　報（ 1 ） 2010年（平成22年）　4月26日（月） 第 1 7 7 号

神楽坂リニューアル後の主な配置

２
号
館

5 階 部室
4階 教室
3階 教室
2階 教室
1階 階段教室
B1 階段教室

３
号
館

8 階 工学部 1・2部経営工学科　研究室
7階 工学部 1・2部経営工学科　研究室
6階 工学部 1・2部経営工学科　研究室
5階 教室、工学部 1・2部経営工学科　研究室
4階 教室
3階 教室
2階 教室
1階 ピロティ
B1 部室・防音室

９
号
館

11階 総務課、企画調査室
10階 総務課、応接室
9階 事務総局長室、庶務課
8階 顧問室、監査・監事室、人事課、経営企画室
7階 会議室
6階 経理課、募金事業事務室
5階 管財課、環境安全管理室、校友・父母支援室
4階 学務課、教員室
3階 理学事務課、理学部第2部事務室、工学部第2部事務室
2 階 学生課
1階 就職課
B1 機械室など

７
号
館

9 階 理学部 1・2部数学科　研究室
8階 理学部 1・2部数学科　研究室
7階 理学部 1・2部数学科　研究室
6階 理学部 1・2部数学科　研究室
5階 理研数学専攻　大学院生室、数学科ゼミ室
4階 国際火災科学研　研究室・院生室
3階 ゼミ室
2階 生協
1階 生協
B1 理 1・2数学科図書室

■教育・研究施設　■福利・厚生施設　■事務関係



第 1 7 7 号 2010年（平成22年）　4月26日（月） （ 2 ）東　京　理　科　大　学　報

入学式の緊張から解き放たれてガッツポーズ 入学式を終え、長万部へ出発する基礎工学部の新入生を見送るご家族入学記念グッズの即売会も大好評

満開の桜の下、式場へ向かう新入生とご家族

快晴・満開の桜が新入生の門出を祝う

張り詰めた雰囲気の中、入学式が挙行された
勉学のほかにも夢中になるものを
…と式辞を述べる藤嶋昭学長 ご家族が見守る中、厳かに進行する入学式

決意も新たに…、会場の新入生 本学管弦楽団の演奏と混声合唱団の歌声が入学式を盛り上げる
よさこいソーラン部のダンス（上）と合気道部の演
武が入学式に花を添える

平成22年度 入学式



　
四
月
九
日
（
金
）
十
二
時
十

九
分
。
天
気
は
晴
れ
。
日
本
武

　
東
京
理
科
大
学
と
な
っ
て
か

ら
も
優
れ
た
教
員
を
輩
出
し
、

今
日
も
全
国
の
高
等
学
校
な
ど

で
教
壇
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
十
八
万
人
も
の
卒
業
生

は
科
学
者
、
技
術
者
と
し
て
日

本
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
本
日
、
皆
さ
ん
は
、
本

学
の
こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
歴

史
を
受
け
継
ぐ
主
役
と
な
っ
た

の
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
悔
い
の
な

い
大
学
生
活
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
教
職

員
も
熱
心
に
授
業
を
し
、
実
験

を
指
導
し
ま
す
。

　
今
、
ま
さ
に
春
爛
漫
で
す
。

こ
の
武
道
館
の
周
り
も
桜
が
咲

き
誇
っ
て
い
ま
す
。
一
斉
に
咲

い
た
桜
は
特
別
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
大
学
に
入
学
し
た
皆
さ

ん
は
特
別
の
思
い
で
今
年
の
桜

の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
、
な
ぜ
桜
は
一
斉
に

咲
く
の
で
し
ょ
う
か
。
一
月
か

ら
三
月
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
っ
て
咲
き
続
け
る
梅
と
違

っ
て
、
な
ぜ
桜
は
一
斉
に
咲

　
酸
化
チ
タ
ン
を
使
っ
て
の
光

触
媒
の
発
見
は
、
学
生
時
代
に

成
し
遂
げ
た
も
の
だ
っ
た
。
し

か
も
東
大
の
大
学
院
工
学
系
研

究
科
に
入
っ
た
ば
か
り
の
一
年

生
の
時
で
あ
る
。

　
当
時
、
出
始
め
た
コ
ピ
ー
機

（
電
子
写
真
）
の
材
料
に
、
酸

化
チ
タ
ン
を
使
え
る
の
で
は
な

い
か
と
研
究
室
で
検
討
さ
れ
て

い
た
の
が
、
こ
の
発
見
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。

　
水
溶
液
に
入
れ
た
酸
化
チ
タ

ン
の
電
極
に
、
光
を
当
て
た
ら

泡
が
出
て
き
た
。
そ
の
正
体
が

酸
素
で
、
こ
れ
は
植
物
の
光
合

成
と
同
じ
原
理
だ
と
驚
い
た
。

ま
た
対
極
に
用
い
た
白
金
か
ら

水
素
も
発
生
し
、
後
に
「
水
素

博
士
」
と
い
う
異
名
を
も
ら

う
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
後
が
大
変
だ

っ
た
。「
水
の
電
気
分
解
が
電

圧
を
か
け
な
い
で
起
こ
る
わ
け

が
な
い
。
非
常
識
も
甚
だ
し

い
」
と
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
糾
弾
さ
れ
た
。
ド
ク
タ
ー
論

文
で
は
長
老
の
教
授
が
「
あ
り

得
な
い
」
と
言
い
張
り
、
毎
週

そ
の
教
授
の
前
で
実
験
し
て
成

果
を
見
せ
る
こ
と
で
、
や
っ
と

認
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
発
見
が
認
知
さ
れ
る
の

は
博
士
課
程
を
修
了
し
て
か
ら

だ
。
卒
業
翌
年
の
一
九
七
二
年

に
『Nature

』
誌
に
論
文
が
掲

載
さ
れ
、
さ
ら
に
朝
日
新
聞
が

そ
の
二
年
後
の
元
旦
に
取
り
上

げ
て
く
れ
て
、
よ
う
や
く
脚
光

を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。

　「
他
人
が
や
っ
た
こ
と
の
な

い
こ
と
を
し
た
い
」、
藤
嶋
学

長
の
横
浜
国
立
大
（
電
気
化
学

専
攻
）
時
代
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
。

　
学
生
時
代
、
友
達
五
、
六
人

で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

者
・
朝
永
振
一
郎
の
量
子
力
学

の
本
を
読
む
こ
と
に
し
た
。
し

か
も
み
ん
な
に
バ
イ
ト
を
義
務

付
け
、
稼
い
だ
お
金
で
春
休
み

に
伊
豆
で
合
宿
を
し
、
議
論
を

深
め
た
。

　
夏
も
バ
イ
ト
を
し
て
山
陰
旅

行
を
し
た
。
宿
泊
費
を
浮
か
せ

る
た
め
学
校
の
宿
直
室
に
泊
め

さ
せ
て
も
ら
お
う
と
考
え
つ
い

た
の
が
“
出
前
授
業
”
で
あ

る
。
方
々
の
教
育
委
員
会
に
手

紙
を
送
っ
た
ら
、
島
根
県
な
ど

二
つ
の
中
学
か
ら
依
頼
が
き

て
、
み
ん
な
で
理
科
や
数
学
、

英
語
を
教
え
た
。

　
自
炊
を
し
て
宿
直
室
に
泊
ま

る
。
ト
イ
レ
も
遠
く
、
夜
の
シ

ー
ン
と
し
た
学
校
は
非
常
に
怖

か
っ
た
。
こ
の
時
の
友
人
た
ち

と
は
、
今
も
っ
て
仲
が
い
い
。

　
藤
嶋
学
長
は
東
京
生
ま
れ
だ

が
、
親
の
実
家
が
三
河
の
山
の

中
（
愛
知
県
豊
田
市
足
助
）
に

あ
っ
て
、
戦
争
中
に
疎
開
し
、

戦
後
も
そ
こ
で
過
ご
し
た
。

　
集
落
は
昔
も
今
も
十
四
軒
と

変
わ
ら
ず
、
す
べ
て
藤
嶋
姓
で

あ
る
。
小
学
校
は
小
さ
く
、
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
は
十
四
人
。
全
員

が
健
在
で
、
こ
ち
ら
の
方
も
付

き
合
い
は
今
日
ま
で
続
く
。
そ

し
て
担
任
の
神
谷
勘
一
先
生
は

八
十
歳
を
過
ぎ
て
な
お
お
元
気

で
あ
る
。

き
、
一
斉
に
散
っ
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
か
。
桜
前
線
は
、
南

か
ら
北
へ
と
北
上
し
て
き
ま

す
。
私
も
不
思
議
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
図
書
館
で
調

べ
ま
し
た
。
そ
こ
で
『
ど
う
し

て
わ
か
る
の
？
　
サ
ク
ラ
が
咲

く
日
』（
七
尾
純
著
　
ア
リ
ス

館
）
と
い
う
本
に
出
合
い
、
そ

の
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

か
ら
二
百
年
く
ら
い
前
の
江
戸

時
代
の
江
戸
の
染
井
村
（
今
の

豊
島
区
）
に
、
木
全
体
に
花
を

つ
け
る
一
本
の
素
晴
ら
し
い
桜

が
あ
り
ま
し
た
。
大
島
桜
と
エ

ド
ヒ
ガ
ン
か
ら
で
き
た
も
の
だ

そ
う
で
す
が
、
以
後
そ
の
木
か

ら
若
木
を
分
け
て
増
や
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
遺
伝

子
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
現
在
も
ほ
ぼ
同
じ

な
の
で
す
。
染
井
吉
野
の
桜
は

ど
れ
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
同
じ
な
の

で
、
気
候
に
よ
っ
て
咲
く
時
が

決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
身
の
回
り
の

こ
と
を
科
学
的
セ
ン
ス
で
見
る

よ
う
に
努
め
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
当
た

り
前
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
、

な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
出
す
と
、

面
白
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
二
〜
三
歳
の
子
ど
も
が
、

お
母
さ
ん
、
こ
れ
は
な
ぜ
、
あ

れ
は
何
と
聞
く
よ
う
に
皆
さ
ん

も
周
囲
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
私
は
、E=mc 2

と
い
う
式

の
重
要
さ
に
関
心
を
持
っ
て
い

ま
す
。
物
質
の
変
化
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
、
非
常
に
簡
単
な
関
係

式
で
す
が
、
こ
の
式
の
持
つ
重

要
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
の

式
も
あ
の
有
名
な
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
が
見
い
だ
し
た
式
で

す
。
私
は
、
大
学
院
の
学
生
の

時
に
、
酸
化
チ
タ
ン
と
い
う
材

料
を
用
い
、
光
を
当
て
る
と
水

が
分
解
し
て
、
酸
素
と
水
素
が

で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
そ

れ
が
今
で
は
光
触
媒
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
応
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
特
別
の
関

心
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
の
持

つ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き

さ
は
莫
大
で
す
。
一
秒
間
に
六

億
ト
ン
も
の
水
素
が
ヘ
リ
ウ
ム

に
変
化
す
る
と
き
の
質
量
ｍ
の

変
化
量
に
、
光
の
速
度
ｃ
の
二

乗
を
掛
け
た
も
の
が
太
陽
の
中

で
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
二
十

二
億
分
の
一
が
地
球
上
に
来
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
全
人
類

が
一
年
間
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
万
倍
以
上
で
す
。
し

か
も
五
十
億
年
近
く
前
か
ら
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
続
け
、

あ
と
五
十
億
年
は
続
く
と
の
こ

と
で
す
。
太
陽
の
持
つ
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
莫
大
さ
と
そ
の
も

と
を
説
明
す
る
式
がE=mc 2

で

す
。
こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
ぜ

ひ
周
囲
で
起
こ
る
自
然
現
象
に

も
常
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
本
学

で
の
授
業
を
受
け
、
ま
た
実
験

を
通
し
て
、
専
門
的
な
知
識
を

身
に
付
け
ま
す
。
こ
の
勉
学
こ

そ
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
が
、

勉
学
以
外
に
も
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
ぜ
ひ
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
い
は
夢

中
に
な
っ
て
英
語
の
力
を
身
に

付
け
て
い
た
だ
く
の
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
専
門
以
外
の
こ
と

を
少
な
く
と
も
一
つ
は
実
行
す

る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
ク
ラ
ス
で

の
友
人
と
は
違
う
考
え
の
友
達

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
違
う
視

点
で
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
時
の
友
達
こ
そ
一
生

の
友
人
に
な
る
も
の
で
す
。

　
東
京
理
科
大
学
の
初
代
学
長

の
本
多
光
太
郎
先
生
は
「
今
が

大
切
」
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
い
ま
し
た
。
一
日
一

日
を
大
切
に
し
て
過
ご
す
こ
と

が
、
皆
さ
ん
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
入
学
、
進
学
し

た
皆
さ
ん
の
門
出
を
お
祝
い

し
、
物
事
を
楽
天
的
に
考
え
る

プ
ラ
ス
志
向
で
、
皆
さ
ん
の
最

も
輝
か
し
い
青
春
の
時
期
を
思

う
存
分
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
、
悔
い

の
な
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
入
学
式

の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

道
館
（
千
鳥
ヶ
淵
）
の
桜
が
舞

う
中
、
基
礎
工
学
部
の
新
入
生
を
乗
せ
た
バ
ス
が
羽
田
空
港
に

向
け
て
出
発
。「
長
万
部
で
は
い

ろ
い
ろ
な
体
験
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

実
り
あ
る
一
年
間
を

過
ご
し
、
一
回
り
も

二
回
り
も
成
長
し
て

帰
っ
て
き
て
ほ
し
い

で
す
」
と
新
入
生
を

見
送
る
ご
父
母
の
方

が
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
十
四
時
十
六
分
、

札
幌
・
新
千
歳
空
港

に
向
け
離
陸
。
空
港

に
着
い
て
か
ら
は
バ

ス
で
長
万
部
キ
ャ
ン

パ
ス
を
目
指
し
ま

す
。
バ
ス
が
長
万
部

の
街
に
入
る
と
町
民

の
方
々
が
小
旗
を
振

っ
て
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
十
八
時
五
十
四
分
、
先
生

方
、
寮
母
さ
ん
に
迎
え
ら
れ
て

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到
着
。

そ
の
後
各
自
指
定
さ
れ
た
寮
室

に
入
り
ま
す
。
寮
室
は
四
人
部

屋
の
た
め
、
一
年
間
共
に
過
ご

す
仲
間
と
出
会
う
瞬
間
で
す
。

荷
物
を
片
付
け
な
が
ら
、
自
己

紹
介
を
す
る
声
が
あ
ち
こ
ち
の

部
屋
か
ら
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
食
堂
で
夕
食
。
メ

ニ
ュ
ー
は
北
海
道
の
海
の
幸
が

丼
い
っ
ぱ
い
に
の
っ
た
海
鮮

丼
。「
今
ま
で
食
べ
た
海
鮮
丼

の
中
で
も
三
本
の
指
に
入
り
ま

す
」
と
話
す
新
入
生
も
。
北
海

道
の
食
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ

た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
夕
食
後

は
学
寮
内
の
天
然
温
泉
に
入

り
、
二
十
三
時
に
就
寝
。

　
翌
日
は
六
時
三
十
分
に
起
床

し
七
時
か
ら
朝
食
。
一
晩
ル
ー

ム
メ
イ
ト
と
過
ご
す
こ
と
で
、

昨
日
は
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
た

新
入
生
の
表
情
も
幾
分
和
ら
い

で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
九
時
か
ら
は
入
寮
式
。
友
岡

康
弘
基
礎
工
学
部
長
、
藤
井
志

郎
教
養
部
長
の
式
辞
に
続
き
、

白
井
捷
一
長
万
部
町
長
に
よ
る

来
賓
挨
拶
等
が
行
わ
れ
、
式
を

終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藤
嶋

学
長
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、

「
良
い
本
を
た
く
さ
ん
読
み
、

広
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
身
の
回
り
の
こ

と
に
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
毎
日
が
楽

し
く
な
り
ま
す
」
と
い
う
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
る
新
入
生
た
ち
。
光
触
媒

の
こ
と
な
ど
積
極
的
に
質
問
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
、
教
員
紹

介
、
学
寮
生
活
指
導
等
が
行
わ

れ
、
十
七
時
三
十
分
か
ら
懇
親

会
で
す
。「
長
万
部
で
は
農
業

体
験
、
登
山
、
鮭
の
遡
上
見
学

な
ど
の
体
験
学
習
が
で
き
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
今
か
ら
す
ご

く
楽
し
み
で
す
」
と
新
入
生
の

一
人
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。

　
学
業
の
こ
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス

生
活
の
こ
と
、
ス
キ
ー
の
こ
と

な
ど
、
話
が
尽
き
る
こ
と
な
く

長
万
部
の
夜
は
更
け
て
い
き
ま

し
た
。

　
本
学
の
基
礎
工
学
部
は
他
の

学
部
よ
り
も
大
学
院
へ
の
進
学

率
が
高
い
の
が
特
長
で
す
。
一

年
間
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で

過
ご
す
こ
と
で
で
き
る
貴
重
な

体
験
、
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
。
そ
れ
ら
も
進
学
率
の
高
さ

の
要
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
多
く
の
先
輩
が
過
ご
し
た

よ
う
に
新
入
生
に
も
素
晴
ら
し

い
一
年
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 （
広
報
課
・
三
宅
）

基
礎
工
・
新
入
生 

長
万
部 

　 

へ

基
礎
工
・
新
入
生 

長
万
部 

　 

へ

キ
ャ
ン

パ
ス
キ
ャ
ン

パ
ス

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
…
藤
嶋
学
長
の
言
葉

1
面
か
ら

つ
づ
き

　
学
報
で
は
こ
れ
ま
で
、
基
礎
工
学
部
新
入
生
に
つ
い
て
、
日
本
武
道
館
で
の
入

学
式
ま
で
の
様
子
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
号
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
広
報
課
員
が
同
行
し
、
長
万
部
入
寮
式
ま
で
の
新
入
生
の
様
子

を
追
い
ま
し
た
。

同行記

長万部での初めての夕食。イクラが光ってます

入寮式には地元の名産も並びます 到着2日目でもすっかり仲良しに

長万部町民の出迎えに笑顔も

小学校6年生の時、修学旅行で伊勢神宮へ、担任の神谷
勘一先生と。中間の列の右から3人目

大学院生時代の水の光分解実験

わたしわたし
が

だ
っ
た
こ
ろ

学
生
学
生

藤嶋昭学長
─に聞く─

　
＊
藤
嶋
　
昭
（
ふ
じ
し
ま
・
あ
き
ら
）
学
長
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）三
月

生
ま
れ
。
元
東
大
工
学
部
・
同
大
学
院
工
学
系
研

究
科
教
授
。
日
本
学
術
会
議
会
員
、
化
学
委
員
会

委
員
長
な
ど
現
在
も
多
く
の
役
職
に
就
く
。
研
究

に
大
切
な
も
の
、
そ
れ
は
セ
ン
ス
、
ひ
ら
め
き
、

独
創
性
、
融
通
が
利
く
こ
と
だ
と
明
言
す
る
。 ②

　
神
谷
先
生
は
、
尺
貫
法
の
時

代
に
、
ビ
ー
カ
ー
に
水
を
入
れ

て
、
そ
れ
が
一
リ
ッ
ト
ル
と
目

に
見
え
る
形
で
、
新
し
い
度
量

衡
を
教
え
て
く
れ
た
。
ま
た
戦

後
の
何
も
な
い
時
代
に
、
名
古

屋
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
大

都
会
に
驚
き
、
食
パ
ン
と
い
う

も
の
を
初
め
て
見
る
な
ど
、
新

時
代
の
足
音
を
ヒ
シ
ヒ
シ
と
感

じ
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
先
生

と
の
出
会
い
に
、
自
分
の
原
点

が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
。（

Ｋ
）
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東
京
理
科
大
学
は
、
長
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
八
人
の
先
生

方
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

し
ま
し
た
。
　
　
　（
敬
称
略
）

◇�

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二

日
付

　榎
並

　
　勲

元
理
学
部
第
一
部
教
授

　
榎
並
先
生
は
昭
和
四
十
二
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
学
生

部
副
部
長
や
理
学
部
教
養
学
科

主
任
、
評
議
員
な
ど
の
数
多
く

の
役
職
を
、
ま
た
、
四
年
間
に

わ
た
っ
て
学
長
諮
問
委
員
会
委

員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
榎
並
先
生
は
紅
藻
シ
ア
ニ
ヂ

ウ
ム
の
耐
酸
性
機
構
の
解
明
に

取
り
組
ま
れ
、
細
胞
内
外
の
10

×
５
乗
に
も
及
ぶ
プ
ロ
ト
ン
濃

度
勾
配
を
解
消
す
る
た
め
の
タ

ン
パ
ク
質
の
存
在
お
よ
び
そ
の

遺
伝
子
の
単
離
に
成
功
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
研
究
の
重
点

を
光
合
成
酸
素
発
生
系
の
解
明

に
シ
フ
ト
し
、
未
知
で
あ
っ
た

光
合
成
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
と

機
能
の
相
関
を
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。

　寺
本

　隆
幸

元
工
学
部
第
二
部
教
授

　
寺
本
先
生
は
平
成
九
年
か
ら

本
学
に
在
職
さ
れ
、
工
学
部
第

二
部
学
部
長
を
は
じ
め
同
学
部

建
築
学
科
主
任
、
学
生
部
委
員

会
委
員
、
共
通
施
設
利
用
教
育

実
施
委
員
会
委
員
な
ど
の
役

職
・
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
寺
本
先
生
の
専
門
は
鋼
構
造

建
築
物
の
耐
震
・
制
振
設
計

で
、
超
高
層
建
築
物
の
地
震
時

の
挙
動
予
測
、
免
震
、
制
振
技

術
の
開
発
・
実
用
化
等
の
研
究

を
通
じ
て
、
日
本
の
建
築
構
造

界
を
リ
ー
ド
す
る
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
。
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
大
臣
認
定
に
か
か
わ
る
高

層
建
築
物
・
鋼
構
造
建
築
物
・

免
震
構
造
材
料
の
性
能
評
価
委

員
も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
震

国
日
本
の
超
高
層
建
築
物
な
ど

の
安
全
性
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
建
築
学
会
の
委

員
会
活
動
や
（
社
）
日
本
建
築

構
造
技
術
者
協
会
な
ど
の
理
事

も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　斎
藤

　
　久元
理
工
学
部
教
授

　
斎
藤
先
生
は
昭
和
四
十
四
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
教
養
主
任
、
教
務
幹
事
、

二
村
基
金
事
業
運
営
委
員
会
委

員
、
公
務
員
対
策
委
員
会
委
員

な
ど
を
歴
任
、
理
工
学
部
の
草

創
期
に
お
け
る
教
養
教
育
の
充

実
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
斎
藤
先
生
の
研
究
分
野
は
二

十
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る

小
説
家
の
一
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
で
、
研
究
成
果

は
著
書
『
荒
地
と
し
て
の
現
代

世
界
』（
朝
日
出
版
社
）『
悪
霊

に
憑
か
れ
た
作
家
』（
松
柏
社
）

『
葡
萄
酒
色
の
海
』（
朝
日
出
版

社
）
で
如
実
に
示
さ
れ
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

英
米
文
学
評
論
等
の
翻
訳
お
よ

び
教
科
書
註
釈
に
お
い
て
も
優

れ
た
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　菅
原

　崇
光元

理
工
学
部
教
授

　
菅
原
先
生
は
昭
和
四
十
三
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
教
養
幹
事
、
教
養
主
任
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
教
育
面
で
は
政
治
学
を
担
当

さ
れ
、
ロ
シ
ア
政
治
史
の
研
究

お
よ
び
ア
メ
リ
カ
留
学
体
験
を

踏
ま
え
た
日
本
の
政
治
思
想
や

政
治
制
度
の
講
義
は
斬
新
な
も

の
で
し
た
。

　
研
究
面
で
の
専
門
は
ロ
シ
ア

史
、
特
に
帝
政
期
ロ
シ
ア
の
極

東
進
出
で
、「
日
清
戦
争
直
前

に
お
け
る
ロ
シ
ア
極
東
政
策
の

基
調
」「
ウ
ィ
ッ
テ
の
初
期
満

州
植
民
地
計
画
と
そ
の
階
級
構

造
　
上
・
下
」
な
ど
、
学
会
に

お
い
て
高
評
価
の
論
文
を
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　沼

　
　隆
三元

理
工
学
部
教
授

　
沼
先
生
は
昭
和
四
十
四
年
か

ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工
学

部
教
養
主
任
、
教
務
幹
事
、
学

生
部
委
員
会
委
員
、
広
報
委
員

会
委
員
、
電
算
機
委
員
会
委
員

な
ど
役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
沼
先
生
の
専
門
は
英
語
学
お

よ
び
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
風
習

喜
劇
研
究
で
、
後
者
に
お
い
て

は
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
研
究

に
優
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
英
和
辞
典
の
執
筆
、
英
米

の
評
論
や
解
説
書
の
翻
訳
で
も

活
躍
さ
れ
た
ほ
か
、
註
解
付
き

英
語
教
科
書
の
編
纂
に
情
熱
を

注
が
れ
、
数
々
の
成
果
を
生
み

出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　吾
郷

　孝
視元

理
工
学
部
教
授

　
吾
郷
先
生
は
昭
和
四
十
二
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
数
学
科
主
任
、
学
科
幹

事
、
理
工
学
研
究
科
幹
事
、
推

薦
入
学
実
施
委
員
会
委
員
長
な

ど
役
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
吾
郷
先
生
の
専
門
は
代
数
学

（
数
論
）
で
、
フ
ェ
ル
マ
ー
の

最
終
定
理
、
高
次
不
定
方
程

式
、
単
数
と
単
項
化
問
題
、
代

数
体
の
類
数
と
イ
デ
ア
ル
類

群
、
素
数
の
加
法
表
現
と
そ
の

分
布
、
非
正
則
素
数
と
そ
の
非

正
則
双
、
一
般
ベ
ル
ヌ
イ
数
と

ｐ-

進
Ｌ
型
関
数
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
課
題
を
研
究
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
単
項

化
条
件
で
あ
る
ク
ン
マ
ー
・
ミ

リ
マ
ノ
フ
合
同
式
系
の
可
解
問

題
に
お
け
る
研
究
は
大
変
独
創

的
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　大
槻

　舒
一元

理
工
学
部
教
授

　
大
槻
先
生
は
昭
和
四
十
九
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
数
学
科
主
任
、
理
工
学
研

究
科
幹
事
、
教
務
幹
事
、
就
職

幹
事
、
学
生
部
委
員
会
委
員
の

役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
槻
先
生
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
力

学
系
の
研
究
を
出
発
点
に
、
測

地
線
流
の
研
究
で
成
果
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
ス
ペ

ク
ト
ル
流
の
研
究
に
向
か
わ

れ
、
単
な
る
計
算
手
段
と
考
え

ら
れ
て
い
た
ス
ペ
ク
ト
ル
流
を

独
立
し
た
研
究
対
象
と
し
て
確

立
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
ス
ペ
ク

ト
ル
流
と
マ
ス
ロ
フ
指
数
と
の

関
係
の
発
見
は
国
内
外
の
研
究

者
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。　三

木

　裕
文元

理
工
学
部
教
授

　
三
木
先
生
は
昭
和
四
十
六
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
物
理
学
科
主
任
、
理
工
学

研
究
科
幹
事
、
学
科
幹
事
な
ど

を
歴
任
し
、
平
成
十
三
年
四
月

か
ら
一
年
半
余
は
理
事
と
し
て

の
重
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
木
先
生
の
専
門
は
物
性
物

理
学
実
験
で
あ
り
、
特
に
物
質

表
面
や
表
面
に
吸
着
し
た
原

子
・
分
子
の
構
造
や
動
力
学
に

関
す
る
実
験
的
研
究
で
多
く
の

業
績
を
挙
げ
ま
し
た
。
研
究
の

成
果
は
多
く
の
論
文
や
解
説
と

し
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

8
氏
に
名
誉
教
授
称
号

【
理
学
部
第
一
部
】

◆
教
養
学
科

准
教
授
　
池
田
　
嘉
郎

（
い
け
だ
・
よ
し
ろ
う
）

①
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会

系
研
究
科
欧
米
系
文
化
研
究
専

攻
西
洋
史
学
博
士
課
程
修
了
②

新
潟
国
際
情
報
大
学
情
報
文
化

学
部
専
任
講
師
③
近
現
代
ロ
シ

ア
史
④
博
士
（
文
学
）

◆
化
学
科准

教
授
　
渡
辺
　
量
朗

（
わ
た
な
べ
・
か
ず
お
）

①
東
京
大
学
工
学
部
工
業
化
学

科
卒
業
②
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
立
大

学
物
理
天
文
学
科
（
オ
ー
ク
リ

ッ
ジ
国
立
研
究
所
）Research 

Associate

③
物
理
化
学
、
表
面

光
化
学
④
博
士
（
理
学
）

講
師
　
榎
本
　
真
哉

（
え
の
も
と
・
ま
さ
や
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
化
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
助
教
③
物
性
化
学

④
博
士
（
理
学
）

◆
数
理
情
報
科
学
科

講
師
　
黒
沢
　
健

（
く
ろ
さ
わ
・
た
け
し
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
基
礎
理
工
学
専
攻
後

期
博
士
課
程
修
了
②
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
情
報
流
通
総
合

基
盤
研
究
所
③
数
理
統
計
学
④

博
士
（
理
学
）

【
理
学
部
第
二
部
】

◆
物
理
学
科

講
師
　
西
尾
　
太
一
郎

（
に
し
お
・
た
い
ち
ろ
う
）

①
筑
波
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
物
理
工
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
ル
ー
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
（
ベ
ル
ギ
ー
）
理
学
部

物
理
学
科
リ
サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ

エ
イ
ト
③
物
性
物
理
学
、
超
伝

導
④
博
士
（
工
学
）

◆
化
学
科准

教
授
　
佐
竹
　
彰
治

（
さ
た
け
・
あ
き
は
る
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
②
奈
良

先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
物

質
創
成
科
学
研
究
科
助
教
③
有

機
合
成
化
学
、
超
分
子
化
学
④

博
士
（
工
学
）

【
工
学
部
第
一
部
】

◆
教
養

准
教
授 Alastair Graham-Marr

（
ア
ラ
ス
タ
・
グ
レ
ィ
ア
ム
マ
ー
）

①
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
大
学
人
間
科

学
部
言
語
学
科
修
了
②
東
海
大

学
特
任
講
師
③
第
二
言
語
習
得

④
Ｍ
．Ａ
．（
応
用
言
語
学
修
士
）

【
薬
学
部
】

◆
薬
学
科

教
授
　
鍜
冶
　
利
幸

（
か
じ
・
と
し
ゆ
き
）

①
富
山
医
科
薬
科
大
学
大
学
院

薬
学
研
究
科
医
療
薬
科
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
②
北
陸
大

学
薬
学
部
教
授
③
環
境
健
康

学
、
環
境
毒
性
学
、
バ
イ
オ
オ

ル
ガ
ノ
メ
タ
リ
ク
ス
④
薬
学
博

士【理
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
汪
　
　
義
翔

（
オ
ウ
・
ギ
シ
ョ
ウ
）

①
麗
澤
大
学
大
学
院
言
語
教
育

研
究
科
比
較
文
明
文
化
専
攻
博

士
後
期
課
程
修
了
②
麗
澤
大
学

外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
③
中

国
古
代
文
明
史
④
博
士
（
文
学
）

◆
数
学
科

講
師
　
小
松
　
　
亨

（
こ
ま
つ
・
と
お
る
）

①
東
京
都
立
大
学
大
学
院
理
学

研
究
科
数
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
東
京
理
科
大
学
理
工
学
部

及
び
日
本
女
子
大
学
理
学
部
非

常
勤
講
師
等
③
代
数
学
④
博
士

（
理
学
）

講
師
　
加
塩
　
朋
和

（
か
し
お
・
と
も
か
ず
）

①
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
数
理
解
析
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研

究
員
Ｐ
Ｄ
、
慶
應
義
塾
大
学
理

工
学
部
特
別
研
究
助
教
③
数
学

（
整
数
論
）
④
博
士
（
理
学
）

◆
物
理
学
科教

授
　
須
田
　
　
亮

（
す
だ
・
あ
き
ら
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
電
気
工
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
②
独
立
行
政
法
人
理
化

学
研
究
所
副
主
任
研
究
員
③
レ

ー
ザ
ー
物
理
④
工
学
博
士

准
教
授
　
金
井
　
　
要

（
か
な
い
・
か
な
め
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
物
理
工
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
岡
山
大
学
異
分
野
融
合

先
端
研
究
コ
ア
助
教
③
固
体
物

理
学
、物
理
化
学
④
博
士（
工
学
）

◆
応
用
生
物
科
学
科

准
教
授
　
和
田
　
直
之

（
わ
だ
・
な
お
ゆ
き
）

①
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
生
物
学
専
攻
修
了
②
川
崎
医

科
大
学
分
子
生
物
学
教
室
Ⅰ
助

教
③
発
生
生
物
学
（
形
態
形

成
）
④
博
士
（
理
学
）

◆
建
築
学
科

准
教
授
　
吉
澤
　
　
望

（
よ
し
ざ
わ
・
の
ぞ
む
）

①
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
建
築
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
関
東
学
院
大
学
人
間
環
境

学
部
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

准
教
授
③
建
築
環
境
工
学
（
光

環
境
）
④
博
士
（
工
学
）

◆
工
業
化
学
科

教
授
　
阿
部
　
憲
孝

（
あ
べ
・
の
り
た
か
）

①
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
化
学
第
二
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
教
授
③
有
機
化
学
、
複

素
環
化
学
、
非
ベ
ン
ゼ
ノ
イ
ド

芳
香
族
化
学
④
理
学
博
士

【
基
礎
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
中
井
　
　
定

（
な
か
い
・
さ
だ
む
）

①
名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
修
了
②
中
京
女
子
大
学
大

学
院
健
康
科
学
研
究
科
・
健
康

科
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

助
教
③
生
理
学
④
博
士
（
医
学
）

◆
電
子
応
用
工
学
科

准
教
授
　
柴
　
　
建
次

（
し
ば
・
け
ん
じ
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
修
了
②
広
島
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
③
医

用
生
体
工
学
、
生
体
電
磁
環
境

工
学
④
博
士
（
工
学
）

【
経
営
学
部
】

◆
経
営
学
科

教
授
　
平
木
　
多
賀
人

（
ひ
ら
き
・
た
か
と
）

①
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
大
学
院
博
士

課
程
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
専
攻
修
了

②
関
西
学
院
大
学
経
営
戦
略
研

究
科
教
授
③
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

実
証
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
④
経
営
学

（Ph.D.

）准教
授
　
佐
々
木
　
隆
文

（
さ
さ
き
・
た
か
ふ
み
）

①
一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
②
名
古

屋
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
准
教
授
③
企
業
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
④
博
士
（
商
学
）

【
生
命
科
学
研
究
所
】

◆
生
命
情
報
科
学
研
究
部
門

教
授
　
中
村
　
岳
史

（
な
か
む
ら
・
た
け
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
②
京
都
大
学
大
学
院
生
命
科

学
研
究
科
生
体
制
御
学
分
野
講
師

③
分
子
神
経
科
学
④
理
学
博
士

☆
山
口
東
京
理
科
大
学

【
工
学
部
】

◆
電
気
工
学
科

＊
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く

①
最
終
学
歴

　②
前

　歴

③
専
門
分
野

　④
学

　位

新
任
教
員
25
氏
紹
介
（敬称略）
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榎並　勲先生

斎藤　久先生

沼　隆三先生

大槻舒一先生

寺本隆幸先生

菅原崇光先生

吾郷孝視先生

三木裕文先生



　
三
月
十
九
日
（
金
）、
日
本

武
道
館
で
催
さ
れ
た
平
成
二
十

一
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授

与
式
に
引
き
続
き
、
理
窓
会
入

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
理
窓
会
次
期
会
長
が
卒
業
生

の
門
出
を
祝
い
、
全
員
が
会
員

と
な
る
理
窓
会
へ
の
入
会
を
歓

迎
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
大
学

と
の
き
ず
な
、
同
窓
と
の
き
ず

な
を
深
め
る
こ
と
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

秋
山
仁
氏
記
念
講
演

　
続
い
て
修
了
生
、
卒
業
生
へ

の
は
な
む
け
の
言
葉
と
し
て
、

　
四
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
十
三
人
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
総
務

課
・
本
多
格
▼
人
事
課
・
鈴
木

佐
知
子
▼
経
理
課
・
武
井
理
亮

▼
管
財
課
（
神
楽
坂
）・
櫻
井

良
美
▼
庶
務
課
（
神
楽
坂
）・

深
瀬
真
知
子
▼
理
学
事
務
課
・

吉
澤
な
か
▼
工
学
事
務
課
・
野

口
歩
▼
広
報
課
・
安
中
信
人
、

肥
田
夏
希

◇
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
学
務
課

（
野
田
）・
上
岡
達
矢
▼
理
工
学

事
務
課
・
小
田
美
貴
▼
基
礎
工

学
事
務
課
・
南
木
優
香
里
▼
研

究
事
務
課
・
若
狭
あ
ゆ
み

─
─
新
任
職
員 

13
氏

本
学
Ｏ
Ｂ
の
理
学
博
士
で

数
学
者
・
秋
山
仁
氏
か
ら

「
い
ざ
出
帆
、
理
大
港
か
ら

輝
く
未
来
へ
」
と
題
し
た

講
演
を
頂
き
、
そ
の
中
で

氏
は
理
科
大
卒
業
後
に
大

学
院
に
進
む
ま
で
の
数
々

の
挫
折
し
た
経
験
を
語
り
、
人

生
た
っ
た
一
度
き
り
、
大
き
な

志
を
立
て
、
信
念
を
努
力
で
貫

き
、
こ
の
人
と
一
緒
な
ら
長
い

旅
に
出
た
い
と
思
わ
れ
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
結
び
ま
し
た
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
科
学
賞

（
高
等
学
校
部
門
）

23
作
品
集
を
刊
行

　
最
優
秀
賞
は
千
葉
県
立
東
葛

飾
高
校
の
三
年
生
・
牛
根
奈
々

さ
ん
で
し
た
。

　
世
代
、
職
種
を
超
え
た
卒
業

生
が
一
堂
に
集
う
恒
例
の
新
年

茶
話
会
が
ホ
テ
ル
エ
ド
モ
ン
ト

で
一
月
九
日
に
開
催
さ
れ
、
三

氏
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

【
同
窓
生
】

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
田
　
　
誠
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
一
三
〇
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
一
名

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

今
関
　
重
和
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

髙
野
　
京
子
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

多
田
　
　
修
様
　
村
田
　
虎
雄
様

横
手
　
治
江
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
六
〇
、〇
〇
〇
円

清
水
一
三
雄
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

吉
田
　
育
子
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

青
木
　
秀
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

菅
原
　
俊
一
様

（
累
計
金
六
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

寳
田
　
光
雄
様

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

君
塚
　
弘
明
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
正
幸
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

伊
東
千
代
治
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

梶
原
　
　
巡
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

川
田
　
英
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
下
　
宏
朗
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
田
　
正
男
様

（
累
計
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
﨑
　
隆
史
様

◇
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円

関
　
　
邦
彦
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

馬
場
　
雅
子
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

池
永
　
辰
雄
様
　
石
井
　
　
邁
様

石
川
　
公
爾
様
　
石
見
　
佳
子
様

伊
藤
　
昭
治
様
　
宇
田
川
英
興
様

内
山
　
萬
壽
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

海
老
根
儀
助
様

（
累
計
金
一
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

大
久
保
純
也
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
熊
　
壮
成
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
竹
　
良
重
様

大
沼
　
　
満
様

（
累
計
金
二
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

川
島
　
紀
彦
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

河
田
　
博
幸
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

河
原
　
郁
夫
様

葛
田
　
正
雄
様

（
累
計
金
一
、七
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

國
久
　
尚
人
様

黒
崎
　
弘
康
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

慶
野
　
　
寛
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
下
　
丈
太
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤
　
里
絵
様
　
清
水
　
順
子
様

白
井
　
啓
之
様
　
末
　
　
正
明
様

杉
本
　
　
勝
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
八
千
代
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

関
川
　
俊
男
様

関
川
　
正
文
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
田
　
眞
千
様

髙
橋
　
克
彰
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
部
井
和
昌
様

塚
本
　
高
之
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
谷
　
幸
俊
様
　
中
山
　
正
夫
様

野
口
　
令
子
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

原
田
　
謙
三
様
　
間
嶋
　
　
悟
様

升
本
　
雅
也
様

松
井
　
辰
男
様

（
累
計
金
六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

峯
元
　
恒
文
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
好
　
順
耳
様
　
森
田
　
展
弘
様

安
永
　
達
幸
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本
　
計
一
様

横
田
　
允
男
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
三
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

神
谷
　
隆
幸
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

小
林
　
正
幸
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

石
㟢
　
　
實
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
久
保
　
清
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本
　
公
爾
様

（
累
計
金
一
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
川
　
一
麿
様

小
川
　
裕
幸
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

奥
村
　
弘
樹
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
藤
　
倫
子
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

橘
田
多
喜
夫
様

小
島
　
保
彦
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
山
　
信
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本
　
　
功
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
々
木
政
子
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤
　
芳
博
様

杉
浦
　
雅
美
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

杉
山
　
　
学
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
泰
人
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

瀬
沼
　
一
也
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口
　
俊
子
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

立
花
　
宏
俊
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

立
松
　
忠
博
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
　
昭
様
　
田
中
　
敏
文
様

中
原
　
　
敏
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

針
谷
　
晴
美
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
田
　
大
裕
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
田
　
純
也
様

益
満
　
孝
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
西
耕
一
郎
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
本
真
兵
衛
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
三
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

八
嶋
　
　
廣
様

（
累
計
金
三
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

橋
本
　
　
勉
様

妙
円
薗
　
勉
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

齋
木
　
保
男
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

根
本
　
智
博
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

望
月
　
一
宏
様
　
山
口
　
城
治
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

相
原
　
茂
夫
様
　
大
久
保
裕
弘
様

大
西
　
　
勲
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
山
田
俊
夫
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

栗
山
　
貴
幸
様

近
藤
　
明
良
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鷺
坂
　
　
健
様
　
菅
原
　
一
繁
様

髙
尾
　
英
明
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
村
　
和
昭
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

深
澤
　
昭
彦
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
本
美
智
子
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
地
　
成
美
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

守
屋
　
　
茂
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
野
　
裕
之
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
﨑
　
哲
男
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
田
　
和
明
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

塚
本
　
桓
世
様

（
累
計
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

澤
　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
七
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
嶋
　
　
昭
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
田
　
雄
司
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺
　
恒
夫
様

（
累
計
金
三
、七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円

近
藤
　
昇
一
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
林
　
駿
介
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡
　
　
寬
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

直
井
　
英
雄
様

（
累
計
金
二
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

長
澤
　
壽
一
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

芳
賀
　
　
信
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

溝
口
　
文
雄
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

池
北
　
雅
彦
様

（
累
計
金
一
、六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

越
地
　
耕
二
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
一
名

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

小
島
　
尚
人
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

分
島
　
郁
子
様

（
累
計
金
一
、一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

新
井
伊
佐
男
様
　
牛
山
　
　
哲
様

内
海
　
隆
行
様
　
金
谷
　
裕
一
様

後
藤
　
惠
子
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
巻
　
　
満
様

鹿
村
　
恵
明
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
原
　
秀
章
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
村
　
隆
治
様
　
内
藤
　
雅
宏
様

羽
田
野
　
甫
様
　
松
島
　
　
茂
様

森
　
　
克
己
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
四
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
七
七
三
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

荒
木
　
　
修
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

山
下
　
　
正
様

（
累
計
金
一
、九
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

大
石
　
尊
朗
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
　
聡
様

兵
庫
　
　
明
様

（
累
計
金
七
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

星
　
　
　
肇
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
五
名

◇
金
四
五
、〇
〇
〇
円

白
石
　
安
男
様

（
累
計
金
一
、九
四
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
三
、八
六
〇
円

馬
場
　
錬
成
様

（
累
計
金
一
、六
八
八
、二
七
一
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

加
納
　
　
誠
様

（
累
計
金
六
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

牧
　
　
高
司
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下
　
輝
雄
様

（
累
計
金
九
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

加
賀
谷
貞
夫
様

（
累
計
金
二
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

土
方
　
裕
子
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

佐
伯
　
政
俊
様

（
累
計
金
三
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

大
木
　
達
也
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
池
　
茂
年
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

巻
田
　
悦
郎
様

（
累
計
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

真
下
由
紀
夫
様
　
柳
迫
　
修
治
様

匿
名
　
二
名

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

東
原
　
美
子
様

（
累
計
金
一
三
三
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
円

樋
上
　
賀
一
様

匿
名
　
四
名

【
法
人
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

愛
知
株
式
会
社
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
団
体
】

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

ト
ス
テ
ム
株
式
会
社
安
全
衛
生
協
力
会
様

　
佐
々
木
　
実
様
　
塩
谷
　
正
和
様

　
樋
口
　
　
豊
様
　
堀
角
　
秀
哉
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

Ｒ-

Ｉ
Ｓ
Ｏ
様

　
仁
城
　
　
優
様
　
小
沼
　
　
稔
様

　
佐
々
木
勇
三
郎
様
　
鈴
木
　
茂
夫
様

　
長
谷
川
　
稔
様
　
本
田
　
正
男
様

　
宮
内
勇
三
朗
様
　
宮
崎
　
哲
男
様

　
宮
脇
　
勝
美
様
　
矢
島
喜
代
志
様

　
米
山
　
　
博
様

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金（＇
09
年
会
員
一
同
）様

　
今
泉
　
精
一
様

◇
金
九
一
、一
五
二
円

２
０
０
９
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
参
加
者
有
志
様

◇
金
六
三
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
茨
城
支
部
様

（
累
計
金
二
九
二
、〇
〇
〇
円
）

　
平
田
　
増
三
様
　
青
木
　
栄
爾
様

　
江
幡
　
真
泰
様
　
大
谷
　
典
之
様

　
北
沢
　
　
秀
様
　
斎
藤
　
泰
昭
様

　
佐
藤
み
つ
子
様
　
髙
庭
　
壱
法
様

　
髙
野
　
純
一
様
　
中
村
　
邦
昭
様

　
松
﨑
　
泰
幸
様

◇
金
三
一
、〇
〇
〇
円

拡
大
楽
浪
会
（
混
声
合
唱
団
Ｏ
Ｂ
）
有
志
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

美
術
同
好
会
　
有
志
様

（
累
計
金
一
一
四
、二
一
八
円
）

　
長
島
　
昭
明
様
　
浅
田
　
恒
雄
様

　
石
渡
　
正
治
様
　
井
上
　
吉
靖
様

　
大
岩
　
昭
之
様
　
柿
添
　
　
実
様

　
金
井
　
健
一
様
　
黒
崎
　
弘
康
様

　
小
嶋
　
隆
司
様
　
清
水
一
三
雄
様

　
鈴
木
　
　
博
様
　
浜
田
　
修
一
様

　
平
田
　
敏
昭
様
　
洞
澤
　
正
敏
様

　
武
藤
　
泰
典
様
　
山
本
　
弘
二
様

　
渡
邊
　
一
郎
様

◇
金
二
八
、〇
九
一
円

理
窓
会
埼
玉
支
部
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
一
〇
、五
三
六
、〇
〇
〇
円

個
人
　
二
〇
六
名

（
累
計
金
一
八
一
、七
三
一
、二
九
〇
円
）

○
入
金
額

［
個
人
］	

（
二
一
五
名
）

六
〇
、二
六
二
、八
六
〇
円

［
法
人
］	

（
一
社
）

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
八
団
体
）

六
四
三
、二
四
三
円

［
こ
う
よ
う
会
］	

（
二
〇
六
件
）

一
〇
、五
三
六
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年

十
一
月
一
日
〜
二
〇
一
〇
年
一

月
三
十
一
日
）

［
個
人
］	

（
六
、〇
六
四
名
）

九
九
七
、八
四
二
、〇
〇
一
円

［
法
人
］	

（
三
七
三
社
）

九
二
一
、〇
四
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
二
五
〇
団
体
）

三
六
、一
六
六
、三
四
三
円

［
こ
う
よ
う
会
］	（
二
、六
九
四
件
）

一
八
一
、七
三
一
、二
九
〇
円

●
理
窓
会
入
会
式

第
101
回
の
新
年
茶
話
会

教
授
　
岩
㟢
　
仁

（
い
わ
さ
き
・
ま
さ
し
）

①
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
電
気
工
学
専
攻
修
了
②
中
国

電
力
㈱
新
小
野
田
発
電
所
所
長

③
発
変
電
工
学
④
工
学
修
士

☆
諏
訪
東
京
理
科
大
学

【
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
】

講
師
　
奈
良
　
裕
美
子

（
な
ら
・
ゆ
み
こ
）

①
明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
退
学
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
②
明
治
大
学
文
学

部
非
常
勤
講
師
等
③
ア
メ
リ
カ

文
学
・
文
化
④
文
学
修
士
、

M
．A
．（
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立

大
学
）

【
シ
ス
テ
ム
工
学
部
】

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

講
師
　
渡
邊
　
康
之

（
わ
た
な
べ
・
や
す
ゆ
き
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
電
気
工
学
専
攻
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
②
千
葉
大
学

先
進
科
学
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師

③
応
用
物
性
論
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
工
学
④
博
士
（
工
学
）

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

講
師
　
三
代
沢
　
正

（
み
よ
さ
わ
・
た
だ
し
）

①
早
稲
田
大
学
大
学
院
国
際
情

報
通
信
研
究
科
博
士
後
期
課
程

修
了
②
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株

式
会
社
技
術
開
発
本
部
先
端
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
部
長
③
情
報

通
信
学
、
技
術
経
営
④
博
士

（
国
際
情
報
通
信
学
）

新
任
教
員
紹
介 

つ
づ
き

（敬称略）

竹
田
　
政
民
名
誉
教
授

（
元
理
学
部
第
一
部
化
学
科
）
平

成
二
十
一
年
十
月
八
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
九
十
歳
。

小
野
寺
　
崇
長
万
部
事
務
部

平
成
二
十
二
年
三
月
六
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
五
歳
。

西
村
　
和
明
元
教
授

（
基
礎
工
学
部
教
養
）
平
成
二

十
二
年
三
月
十
四
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
八
十
三
歳
。 悼

山
之
内
太
郎
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本
　
隆
志
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
一
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

飯
島
　
理
之
様

（
累
計
金
一
二
三
、〇
〇
〇
円
）

藤
田
　
　
修
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

飯
田
　
頼
実
様

（
累
計
金
一
三
、〇
〇
〇
円
）

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

加
藤
　
善
文
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

酒
井
　
順
一
様

【
一
般
個
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

浦
野
　
正
美
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
一
名

【
在
校
生
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

萩
原
　
徹
也
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

伊
藤
　
光
男
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

服
部
　
政
明
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

上
原
　
孝
雄
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤
　
和
子
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

西
川
　
哲
治
様

（
累
計
金
一
、〇
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
一
名

【
教
職
員
】

①
最
終
学
歴

　②
前

　歴

③
専
門
分
野

　④
学

　位

理

窓

会
だ
よ
り

会
長
　

山
田
　
義
幸
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創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

　「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
寄

付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回
は
、
二
〇
〇

九
年
十
一
月
一
日
〜
二
〇
一
〇
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
振
込
み
い

た
だ
い
た
分
で
す
。

　
な
お
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
か
ら
開
始
い
た
し
ま
し
た
「
創
立
百
二

十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
末
日
で
す
べ
て
の

お
取
り
扱
い
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ご
支
援
ご
協
力
た

ま
わ
り
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
四
月
以
降
の
ご
寄
付
は
維
持
拡
充
資
金
（
第
二
期
）
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



　
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
で

は
、
私
立
学
校
法
の
定
め
に
よ

り
、
毎
年
度
作
成
す
る
「
事
業

計
画
」
に
つ
い
て
、
評
議
員
会

の
意
見
を
聴
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
た
び
「
平
成
二
十
二

年
度
事
業
計
画
（
案
）」
に
対

し
同
意
の
議
決
が
得
ら
れ
、
理

事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
計
画
書
の
全
文

は
、
本
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

一
．
教
育
・
研
究

（1）
大
学
院
の
設
置
等

①�

国
際
火
災
科
学
研
究
科
火
災

科
学
専
攻
修
士
課
程
の
設
置

　
理
工
学
研
究
科
内
に
あ
る

「
Ｃ
Ｏ
Ｅ
火
災
科
学
コ
ー
ス
」

を
充
実
発
展
さ
せ
、
世
界
的
視

野
に
立
っ
た
教
育
・
研
究
指
導

体
制
の
基
盤
強
化
推
進
を
目
的

と
す
る
「
国
際
火
災
科
学
研
究

科
火
災
科
学
専
攻
修
士
課
程
」

を
平
成
二
十
二
年
四
月
に
設
置

す
る
。

②�

薬
学
研
究
科
薬
科
学
専
攻
修

士
課
程
の
設
置

　
薬
科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
連

領
域
に
精
通
し
た
研
究
者
、
技

術
者
等
の
育
成
を
行
い
、
人
類

の
健
康
と
社
会
福
祉
の
さ
ら
な

る
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
主

た
る
目
的
と
し
て
、
薬
学
研
究

科
に
「
薬
科
学
専
攻
修
士
課

程
」
を
平
成
二
十
二
年
四
月
に

設
置
す
る
。

③�

科
学
教
育
研
究
科
科
学
教
育

専
攻
博
士
課
程
設
置
の
検
討

　
専
修
免
許
を
持
っ
た
理
数
系

教
員
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た

め
、
科
学
教
育
関
連
領
域
に
お

け
る
高
度
な
研
究
能
力
を
備
え

る
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し

て
、「
科
学
教
育
専
攻
博
士
課

程
」
を
平
成
二
十
三
年
に
設
置

す
る
検
討
を
進
め
る
。

④�

総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科

の
名
称
変
更

　
技
術
経
営
、
知
的
財
産
戦

略
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
三
専

攻
を
包
括
的
に
表
現
す
る
研
究

科
名
称
と
す
る
た
め
、
平
成
二

十
三
年
に
総
合
科
学
技
術
経
営

研
究
科
を
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
」
へ
名
称
変
更
す
る
こ

と
と
し
、
平
成
二
十
二
年
度
に

届
け
出
を
行
う
。

（2）
国
際
化
の
推
進

　
本
学
で
は
現
在
、
短
期
・
長

期
の
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ダ
ブ
ル
マ
ス
タ
ー
デ
ィ
グ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
英
語
に
よ
る
講
義

を
前
提
と
し
た
「
国
際
コ
ー

ス
」
開
講
を
視
野
に
入
れ
、
海

外
招
聘
教
員
に
よ
る
講
義
等
を

導
入
し
て
い
く
ほ
か
、
入
試
制

度
の
見
直
し
等
、
さ
ら
に
多
く

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
基
盤
整
備
を
進
め
、
国
際
競

争
力
の
強
化
を
図
る
。

二
．
入
試
制
度

（1）
高
大
連
携
事
業
（
協
定
校
制

度
計
画
）
の
検
討

　
科
学
技
術
の
創
造
に
寄
与
す

る
理
工
系
エ
リ
ー
ト
人
材
の
養

成
に
は
、
中
等
教
育
段
階
に
お

い
て
文
系
科
目
を
含
め
た
幅
広

い
分
野
の
学
習
が
必
要
で
あ

り
、
過
度
な
受
験
競
争
を
意
識

し
な
い
学
び
の
課
程
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
本
学
の
建
学
の
精
神
お

よ
び
教
育
理
念
に
共
鳴
す
る
高

校
等
と
協
定
を
締
結
し
、
社
会

が
求
め
る
真
の
理
工
系
エ
リ
ー

ト
を
養
成
す
る
た
め
の
高
大
連

携
事
業
、
お
よ
び
推
薦
入
学
制

度
の
導
入
等
を
検
討
す
る
。

三
．
施
設
設
備

（1）
葛
飾
キ
ャ
ン
パ

ス
の
建
設

　
神
楽
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
の
狭
隘
問
題

解
消
は
本
学
の
長

年
の
課
題
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
解
決

に
向
け
神
楽
坂
・

野
田
両
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
間
に
位
置

す
る
葛
飾
区
新
宿

に
学
園
パ
ー
ク
型

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

設
す
る
こ
と
と
し

た
。
平
成
二
十
一

年
八
月
に
は
移
転

学
科
が
決
定
し
、

平
成
二
十
五
年
の

開
学
を
目
指
し
設

計
等
を
進
め
る
。

（2）
神
楽
坂
地
区
再
構
築

①
既
存
校
舎
の
改
修

　
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
新
２
号

館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
行
政

や
地
元
と
の
協
議
を
継
続
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
が
、
協
議
の

長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

既
存
校
舎
の
耐
震
補
強
お
よ
び

改
修
を
表
１
の
と
お
り
行
う
。

②
大
学
会
館

　
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募

金
に
よ
り
建
設
す
る
大
学
会
館

は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
の
竣

工
を
目
指
し
建
設
を
進
め
て
い

る
。
同
施
設
に
は
、
理
窓
会
、

こ
う
よ
う
会
、
専
門
職
大
学
院

関
連
施
設
等
を
移
設
す
る
予
定

で
あ
る
。

四
．
管
理
・
運
営

（1）
事
務
組
織
の
改
編

　
自
己
点
検
評
価
体
制
お
よ
び

Ｓ
Ｄ
（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
）
を
推
進
す
る
部

署
を
新
設
す
る
ほ
か
、
少
人
数

部
署
の
統
合
再
編
に
よ
り
業
務

効
率
の
向
上
を
図
る
。
ま
た
、

葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
を
踏
ま

え
た
事
務
体
制
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

（2）
学
生
証
お
よ
び
教
職
員
証
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化

　
校
舎
入
退
館
時
の
利
用
に
よ

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
向
上
お
よ

び
授
業
の
出
欠
管
理
、
学
生
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
等
を
目
的
に
、

学
生
証
お
よ
び
教
職
員
証
の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
化
を
行
う
。
平
成
二

十
一
年
十
月
か
ら
、
久
喜
地
区

で
導
入
し
、
今
年
度
は
、
神
楽

坂
、
野
田
、
長
万
部
地
区
で
の

平
成
二
十
三
年
四
月
稼
働
に
向

け
準
備
を
進
め
る
。

（3）
産
学
官
連
携
活
動
の
強
化

　
業
務
の
効
率
化
を
図
る
べ

く
、
平
成
二
十
年
七
月
に
科
学

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
組
織
再

編
を
実
施
し
、
国
際
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
文
部
科
学
省

「
産
学
官
連
携
戦
略
展
開
事
業
」

に
採
択
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」
と
し
て

引
き
継
が
れ
る
。
今
後
は
、
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
重
点

を
置
き
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

事
務
所
を
ベ
ー
ス
と
し
て
業
務

基
盤
の
強
化
を
目
指
す
。

（4）
校
友
・
父
母
と
の
連
携
強
化

　
本
学
の
発
展
に
は
、
十
七
万

人
を
超
え
る
校
友
と
の
連
携
強

化
が
欠
か
せ
な
い
た
め
、
今

後
、
数
カ
年
か
け
、
全
卒
業
生

の
実
態
を
把
握
す
る
調
査
と
卒

業
生
名
簿
の
整
備
を
行
う
。

（5）
地
域
連
携
の
推
進

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
葛
飾

区
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、

「
こ
ど
も
の
理
科
大
学
（
科
学

体
験
教
室
）」
を
開
催
し
好
評

を
得
た
。
平
成
二
十
二
年
度
も

引
き
続
き
、
科
学
体
験
教
室
お

よ
び
公
開
講
座
等
の
開
催
を
計

画
し
て
い
る
。

五
．
山
口
東
京
理
科
大
学

（1）
第
三
者
評
価
の
受
審

　
財
団
法
人
日
本
高
等
教
育
評

価
機
構
に
よ
る
認
証
評
価
を
受

審
す
べ
く
、
自
己
点
検
・
評
価

を
行
い
、
同
報
告
書
を
作
成
の

上
、
認
証
評
価
を
受
け
る
。

（2）
高
等
学
校
と
の
教
育
連
携
活

動
の
充
実

　
交
流
協
力
協
定
を
締
結
し
た

高
校
と
の
円
滑
な
高
大
接
続
教

育
を
推
進
す
べ
く
、
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
Ｓ
Ｐ

Ｐ
事
業
を
活
用
し
、
大
学
お
よ

び
高
校
で
の
講
義
や
実
験
、
教

員
間
の
交
流
等
を
活
発
化
し
、

地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
理
工

系
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

（3）
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推
進

　
山
口
東
京
理
科
大
学
、
山
口

県
立
大
学
、
山
口
学
芸
大
学
の

三
大
学
が
共
同
応
募
し
た
取
り

組
み
が
、
文
科
省
「
大
学
教
育

充
実
の
た
め
の
戦
略
的
大
学
連

携
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
自
治
体

や
企
業
と
連
携
し
、
高
校
・
大

学
の
円
滑
な
接
続
、
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
・
提
供
、
地
域

課
題
解
決
に
向
け
た
共
同
研
究

を
推
進
す
る
。

六
．
諏
訪
東
京
理
科
大
学

（1）
大
学
院
（
博
士
後
期
課
程
）

の
設
置
準
備

　
修
士
課
程
修
了
生
の
進
学
希

望
、
お
よ
び
地
元
企
業
技
術
者

の
学
位
取
得
希
望
等
に
応
え
る

こ
と
等
を
目
的
に
、
工
学
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
専
攻
博
士
課
程
を
平

成
二
十
三
年
に
設
置
す
べ
く
、
設

置
認
可
申
請
手
続
き
を
行
う
。

（2）
第
三
者
評
価
の
受
審

　
財
団
法
人
日
本
高
等
教
育
評

価
機
構
に
よ
る
認
証
評
価
を
受

審
す
べ
く
、
自
己
点
検
・
評
価

を
行
い
、
同
報
告
書
を
作
成
の

上
、
認
証
評
価
を
受
け
る
。

（3）
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業

の
推
進

　
文
科
省
の
戦
略
的
大
学
連
携

支
援
事
業
に
よ
り
、
遠
隔
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
長
野
県
内
八
大
学
間
で
の
遠

隔
授
業
配
受
信
の
本
格
稼
働
、

就
職
合
同
説
明
会
等
を
実
施
す

る
。

（4）
茅
野
・
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
サ

テ
ラ
イ
ト
教
室
の
活
用

　
Ｊ
Ｒ
茅
野
駅
ビ
ル
の
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
を
、
大
学
院
授
業
を

は
じ
め
、
各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

社
会
人
向
け
公
開
講
座
等
の
開

催
に
活
用
す
る
。

（5）
茅
野
市
、
茅
野
商
工
会
議
所

と
の
三
者
間
連
携
強
化

　
茅
野
市
、
商
工
会
議
所
と
の

包
括
協
定
の
締
結
に
伴
い
、
地

域
産
業
の
振
興
、
地
域
人
材
の

育
成
等
に
つ
い
て
相
互
に
連
携

し
協
力
と
支
援
を
行
う
。

（6）
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
の
認

定
研
修
機
関
と
し
て
の
登
録

　
環
境
関
連
科
目
の
受
講
に
よ

り
環
境
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
大
学
と
し
て

の
研
修
機
関
の
認
定
申
請
を
行

う
。

平
成
22
年
度
事
業
計
画

葛飾キャンパスイメージ

第 1 7 7 号 2010年（平成22年）　4月26日（月） （ 6 ）東　京　理　科　大　学　報

表 1　神楽坂キャンパス改修・利用計画

1号館1〜 3階
13階

2号館
3号館
7号館
8号館
9号館
九段校舎��6階

4 7 10 1 4 7 10 1 4 7
平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度

改修工事

改修工事
改修工事

改修工事

改修工事
改修工事

改修工事

改修工事
専門職大学院ほか

工 2・教養、工 2・電気の一部
教室、部室

教室、部室 工 1・経工、工 2・経工
理 1・数、理 2・数、国際火災科学研究科、生協

学生食堂等
厚生施設ほか事務室、役員室、会議室

学生談話室、図書閲覧室、ターミナル室等



　
本
法
人
は
、
研
究
拠
点
と
し

て
の
役
割
に
重
点
を
置
い
た
大

学
を
目
指
す
こ
と
を
明
確
に

　
私
学
の
財
源
は
、
そ
の
大
部

分
を
学
生
納
付
金
収
入
と
補
助

金
収
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
る
た
め
、
外
部
資
金
導
入

や
資
産
運
用
な
ど
積
極
的
な
収

入
増
を
図
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
が
、
現
状
で
は
学
生
納
付
金

収
入
は
帰
属
収
入
の
七
三
・
六

％
を
占
め
、
本
学
の
財
政
の
基

礎
を
成
す
最
も
重
要
な
収
入
で

す
。

　
本
学
の
学
費
の
改
定
は
、

「
前
年
度
ま
で
の
人
事
院
勧
告

に
よ
る
給
与
改
定
を
基
礎
と
し

て
、
そ
の
都
度
国
庫
補
助
金
、

物
価
指
数
等
を
考
慮
し
て
決
定

す
る
」
を
算
定
方
針
と
し
、
さ

ら
に
、
そ
れ
ら
の
推
移
・
学
生

数
・
教
育
研
究
へ
の
取
り
組

み
・
施
設
や
設
備
の
整
備
・
財

政
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断
し

た
上
で
、「
新
入
学
生
」
の
み

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
平
成
二
十
五
年

四
月
に
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

設
す
る
な
ど
教
育
・
研
究
環
境

の
大
幅
な
改
善
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
父
母
・
学
生
の

経
済
的
負
担
に
極
力
配
慮
し
、

平
成
二
十
三
年
度
新
入
学
生
に

対
す
る
学
費
は
、
理
学
部
第
一

部
数
理
情
報
科
学
科
を
除
き
、

据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
理
学
部
第
一
部
数
理
情
報
科

学
科
に
お
い
て
は
、
発
展
し
続

け
る
現
代
の
情
報
社
会
に
対
応

し
得
る
情
報
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
平
成
二
十
三
年
度

新
入
学
生
よ
り
、
実
験
実
習
費

一
万
円
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　（今
回
の
学
費
改
定
は
、
平

成
二
十
三
年
度
新
入
学
生
に
対

し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
在
学
生
の
学
費
は
改
定
さ

れ
ま
せ
ん
。）

　
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
は
平
成
二
十
一
年
度
の

私
立
大
学
等
（
私
立
大
学
・
短

大
・
高
専
）
に
対
す
る
補
助
金

交
付
状
況
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
東
京
理
科
大
学
で
は
、
二
十

八
億
五
千
五
百
万
円
、
山
口
東

京
理
科
大
学
は
一
億
四
千
二
百

万
円
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
は

二
億
六
百
万
円
で
学
校
法
人
全

体
で
は
三
十
二
億
四
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
私
立
大
学
等
に
対
す

る
補
助
金
総
額
は
、
前
年
度
よ

り
約
三
十
億
四
千
五
百
万
円
減

（
〇
・
九
％
減
）
の
三
千
二
百
十
七
億
八
千
二
百
万
円
で
し
た

が
、
私
立
大
学
の
み
で
比
較
す
る
と
前
年
度
よ
り
約
二
十
四
億

二
百
万
円
減
（
〇
・
八
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
が
交
付
さ
れ
た
私
立

大
学
は
六
校
増
え
、

五
百
四
十
二
校
と
な

り
、
一
校
当
た
り
の

交
付
額
は
一
千
六
十

万
円
減
の
五
億
四
千

七
百
二
十
万
円
で
し

た
。

　
ま
た
学
生
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と

前
年
度
よ
り
三
千
円

減
の
十
六
万
四
千
円

で
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ

た
三
十
二
氏
が
三
月
三
十
一
日

付
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
理
１
】
教
養
・
山
口
祐
弘
教

授
▽
物
理
・
鈴
木
公
教
授
▽
応

物
・
石
井
行
弘
教
授

【
理
２
】
数
学
・
小
松
博
講
師

▽
物
理
・
和
達
三
樹
教
授
▽
化

学
・
伊
藤
眞
義
教
授

【
工
１
】
機
械
・
本
阿
弥
眞
治

教
授

【
薬
学
】
薬
学
・
小
野
寺
祐
夫

教
授
／
中
村
洋
教
授
▽
創
薬
・

大
島
広
行
教
授

【
理
工
】
教
養
・
桃
沢
信
幸
教

授
▽
数
学
・
岡
正
俊
教
授
▽
物

理
・
山
下
正
文
教
授
▽
応
生
・

恒
松
康
彦
講
師
▽
建
築
・
奥
田

宗
幸
教
授
▽
機
械
・
小
川
信
夫

准
教
授

【
基
工
】
教
養
・
櫻
井
雅
男
教

授
▽
電
子
・
宮
本
岩
男
教
授

【
Ｍ
Ｏ
Ｔ
】
伊
丹
敬
之
教
授

【
山
口
理
大
】
教
養
・
白
木
弘

之
講
師
▽
電
気
・
清
水
大
教
授

【
諏
訪
理
大
】
共
通
・
藤
瀬
恭

子
教
授
▽
経
情
・
伊
藤
忠
治
教

授【事
務
総
局
】
▽
安
原
昭
夫
・

管
財
課（
神
楽
坂
）
環
境
保
全

室
▽
山
口
洋
子
・
管
財
課（
神

楽
坂
）▽
本
間
幸
正
・
理
学
事

務
課
理
学
部
第
二
部
事
務
室
▽

天
沼
秀
夫
・
学
生
課（
野
田
）

課
長
補
佐（
選
択
定
年
）
▽
浦

沢
光
夫
・
就
職
課（
神
楽
坂
）

課
長（
選
択
定
年
）
▽
高
橋
秀

和
・
野
田
事
務
部
庶
務
課
係
長

▽
小
林
操
・
野
田
事
務
部
理
工

学
事
務
課
▽
雜
賀
義
弘
・
野
田

事
務
部
理
工
学
事
務
課
▽
平
沼

威
・
野
田
事
務
部
研
究
事
務
課

主
幹

し
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
お

よ
び
教
育
・
研
究
環
境
の
改
善

に
向
け
、
ゆ
と
り
あ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ゆ
と
り
あ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
の
実
現
に
向
け
、
平
成

二
十
年
度
に
は
、
葛
飾
区
に
土

地
を
求
め
、
平
成
二
十
五
年
四

月
の
開
設
を
目
指
し
、
葛
飾
校

舎
の
整
備
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

改
修
が
完
了
し
た
神
楽
坂
地
区

既
存
校
舎
の
使
用
を
本
格
的
に

再
開
し
、
大
学
会
館
が
竣
工
す

る
な
ど
、
神
楽
坂
地
区
の
整
備

が
一
段
階
進
む
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
予
算
は
、

こ
れ
ら
の
事
業
計
画
お
よ
び
健

全
経
営
の
理
念
に
基
づ
き
、
次

の
こ
と
を
重
点
項
目
と
し
て
盛

り
込
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
　
葛
飾
校
舎
建
築
計
画

①�

葛
飾
校
舎
（
新
築
工
事
・
設

計
費
）

二
　
神
楽
坂
地
区
再
構
築
計
画

①�

大
学
会
館
（
新
築
工
事
・
機

器
備
品
費
・
移
転
費
）

②�

1・7・8・9
号
館
関
係

（
改
修
工
事
・
機
器
備
品
費
・

移
転
費
）

③�

仮
移
転
用
教
室
等
関
係
（
賃

借
料
・
原
状
復
帰
工
事
・
移

転
費
）

④
九
段
校
舎
改
修
工
事

⑤�

神
楽
坂
地
区
整
備
の
た
め
の

近
隣
開
発
費
等

三
　
野
田
地
区
整
備
事
業

①�

再
生
工
学
研
究
施
設
新
築
工

事
②
研
究
室
改
修
工
事

③
校
舎
外
壁
改
修
工
事

④�

総
合
排
水
処
理
施
設
改
修
工

事
四
　
神
楽
坂
・
野
田
・
長
万
部

地
区
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

導
入
計
画

五
　
教
務
系
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｎ
）の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
計
画

六
　
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
新
規
〕

①�

グ
リ
ー
ン
＆
セ
ー
フ
テ
ィ
研

究
セ
ン
タ
ー

②�

戦
略
的
物
理
製
剤
学
研
究
基

盤
セ
ン
タ
ー

③�

Ｒ
Ｎ
Ａ
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー

〔
継
続
〕

①�

が
ん
医
療
基
盤
科
学
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー

②
界
面
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

③�

ポ
リ
ス
ケ
ー
ル
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

④
量
子
生
命
情
報
セ
ン
タ
ー

⑤�

ナ
ノ
粒
子
健
康
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー

⑥�

キ
ラ
ル
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
セ

ン
タ
ー

七
　
右
記
六
を
文
部
科
学
省
が

行
う
「
学
術
研
究
高
度
化
推
進

事
業
」
お
よ
び
「
戦
略
的
研
究

基
盤
形
成
支
援
事
業
」
の
対
象

経
費
と
す
る
こ
と
と
し
、
研
究

設
備
整
備
費
等
補
助
金
お
よ
び

経
常
費
補
助
金
（
特
別
補
助
）

を
予
算
措
置
し
ま
す
。

　
な
お
、
資
金
収
支
予
算
書
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
支
払
資
金

お
よ
び
消
費
収
支
予
算
書
に
お

け
る
前
年
度
繰
越
消
費
支
出
超

過
額
は
、
平
成
二
十
一
度
決
算

確
定
前
の
予
算
額
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
七
月
頃
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
掲
載
予
定
。

①（  1）日 本 大 学 107.2
②（  2）早 稲 田 大 学   91.9
③（  3）慶 應 義 塾 大 学   87.0
④（  4）東 海 大 学   63.1
⑤（  5）近 畿 大 学   48.4
⑥（  9）立 命 館 大 学   47.4
⑦（  7）北 里 大 学   41.1
⑧（  8）順 天 堂 大 学   40.2
⑨（11）福 岡 大 学   39.9
⑩（10）明 治 大 学   37.0
⑪（  6）昭 和 大 学   36.7
⑫（19）法 政 大 学   31.9
⑬（13）東京女子医科大学   31.6
⑭（18）日 本 医 科 大 学   31.4
⑮（14）東京慈恵会医科大学   31.4
⑯（16）中 央 大 学   31.0
⑰（12）関 西 大 学   30.6
⑱（17）同 志 社 大 学   30.2
⑲（20）関 西 学 院 大 学   29.6
⑳（15）東 京 理 科 大 学   28.5

（　）内の数字は前年度順位／単位：億円

平成21年度私大補助金
本学　  32億400万円
私学助成総額で 24億200万円減（前年比）

法人
全体（ ）

32
氏
が
定
年
を
お
迎
え

平成22年度　資金収支予算 平成22年4月1日から
平成23年3月31日まで

平成22年度　消費収支予算 平成22年4月1日から
平成23年3月31日まで

科　　目 22年度予算額
学生生徒等納付金 26,374,913
授業料 17,037,490
入学金 2,762,030
実験実習料 1,533,873
施設設備資金 5,041,520

手数料 1,658,675
入学検定料 1,613,275
試験料 7,000
証明手数料 16,500
大学入試センター試験実施手数料 21,900
寄付金 819,000
一般寄付金 489,000

科　　目 22年度予算額
現物寄付金 330,000
補助金 4,785,729
国庫補助金 4,468,249
地方公共団体補助金 313,980
学術研究振興資金 500
その他の補助金 3,000

資産運用収入 366,844
第３号基本金運用収入 15,000
受取利息・配当金 300,000
施設設備利用料 51,844

事業収入 1,176,310
受託事業収入 1,005,962

科　　目 22年度予算額
知的財産権実施料等収入 14,100
公開講座受講料収入 150,248
免許状更新講習料収入 6,000
雑収入 955,230
入学要項売上収入 13,000
私立大学退職金財団交付金 582,879
その他の雑収入 359,351

帰 属 収 入 合 計 36,136,701
基本金組入額合計 △7,300,004
消費収入の部合計 28,836,697

収　入　の　部 （単位：千円）

科　　目 22年度予算額
人件費 16,725,954
教員人件費 10,685,709
職員人件費 5,223,448
役員報酬 161,020
退職金 585,023
退職給与引当金繰入額 70,754

教育研究経費 14,826,171
消耗品費 2,229,881
光熱水費 1,354,111
旅費交通費 715,347
奨学費 168,099
福利厚生費 83,357
通信運搬費 199,619
印刷費 360,164
広告費 10,722
会議費 13,878
賃借料 654,120
修繕費 540,452

科　　目 22年度予算額
諸会費 102,626
公租公課 399
報酬・委託・手数料 2,273,665
保守料 382,954
資料費 838,067
雑費 107,678
減価償却額 4,791,032
管理経費 2,676,389
消耗品費 57,606
光熱水費 124,062
旅費交通費 92,729
福利厚生費 48,933
通信運搬費 59,193
印刷費 137,809
保険料 17,103
広告費 205,868
渉外・会議費 24,262
賃借料 96,583

科　　目 22年度予算額
修繕費 117,738
諸会費 18,528
公租公課 113,203
報酬・委託・手数料 1,173,105
保守料 202,290
資料費 41,984
雑費 61,530
減価償却額 83,863

借入金等利息 366,829
借入金利息 366,829

資産処分差額 138,339
不動産処分差額 138,339

予備費 300,000
消費支出の部合計 35,033,682

当年度消費支出超過額 6,196,985
前年度繰越消費支出超過額 13,310,844
翌年度繰越消費支出超過額 19,507,829

支　出　の　部 （単位：千円）

収　入　の　部 （単位：千円）
科　　目 22年度予算額

学生生徒等納付金収入 26,374,913
授業料収入 17,037,490
入学金収入 2,762,030
実験実習料収入 1,533,873
施設設備資金収入 5,041,520

手数料収入 1,658,675
入学検定料収入 1,613,275
試験料収入 7,000
証明手数料収入 16,500
大学入試センター試験実施手数料収入 21,900
寄付金収入 489,000
一般寄付金収入 489,000

補助金収入 4,785,729
国庫補助金収入 4,468,249
地方公共団体補助金収入 313,980
学術研究振興資金収入 500
その他の補助金収入 3,000

科　　目 22年度予算額
資産運用収入 366,844
第3号基本金運用収入 15,000
受取利息・配当金収入 300,000
施設設備利用料収入 51,844

事業収入 1,176,310
受託事業収入 1,005,962
知的財産権実施料等収入 14,100
公開講座受講料収入 150,248
免許状更新講習料収入 6,000

雑収入 955,230
入学要項売上収入 13,000
私立大学退職金財団交付金収入 582,879
その他の雑収入 359,351

前受金収入 17,270,825
授業料前受金収入 9,285,678
入学金前受金収入 2,757,604
実験実習料前受金収入 539,841

科　　目 22年度予算額
施設設備資金前受金収入 4,619,208
その他の前受金収入 68,494

その他の収入 2,453,910
退職給与引当特定預金からの繰入収入 798,190
葛飾校舎建築引当特定預金からの繰入収入 500,000
前期末未収入金収入 736,912
貸付金回収収入 227,030
保証金回収収入 191,778

資金収入調整勘定 △18,387,497
期末未収入金 △818,338
前期末前受金 △17,569,159

前年度繰越支払資金 34,523,271

収 入 の 部 合 計 71,667,210

（単位：千円）支　出　の　部
科　　目 22年度予算額

人件費支出 16,853,364
教員人件費支出 10,685,709
職員人件費支出 5,223,448
役員報酬支出 161,020
退職金支出 783,187

教育研究経費支出 10,035,139
消耗品費支出 2,229,881
光熱水費支出 1,354,111
旅費交通費支出 715,347
奨学費支出 168,099
福利厚生費支出 83,357
通信運搬費支出 199,619
印刷費支出 360,164
広告費支出 10,722
会議費支出 13,878
賃借料支出 654,120
修繕費支出 540,452
諸会費支出 102,626
公租公課支出 399
報酬・委託・手数料支出 2,273,665
保守料支出 382,954
資料費支出 838,067
雑費支出 107,678

科　　目 22年度予算額
管理経費支出 2,592,526
消耗品費支出 57,606
光熱水費支出 124,062
旅費交通費支出 92,729
福利厚生費支出 48,933
通信運搬費支出 59,193
印刷費支出 137,809
保険料支出 17,103
広告費支出 205,868
渉外・会議費支出 24,262
賃借料支出 96,583
修繕費支出 117,738
諸会費支出 18,528
公租公課支出 113,203
報酬・委託・手数料支出 1,173,105
保守料支出 202,290
資料費支出 41,984
雑費支出 61,530

借入金等利息支出 366,829
借入金利息支出 366,829

借入金等返済支出 1,483,160
借入金返済支出 1,483,160

施設関係支出 5,502,672

科　　目 22年度予算額
建物支出 4,448,367
構築物支出 245,305
建設仮勘定支出 809,000

設備関係支出 2,675,777
教育研究用機器備品支出 2,086,536
その他の機器備品支出 462,927
図書支出 115,144
車輛支出 11,170

資産運用支出 1,115,222
退職給与引当特定預金への繰入支出 798,190
施設拡充引当特定預金への繰入支出 317,032
その他の支出 1,909,846
貸付金支払支出 437,360
前期末未払金支払支出 1,250,486
前払費用支出 222,000

予備費 300,000
資金支出調整勘定 △1,579,166
期末未払金 △1,357,166
前期末前払費用 △222,000

次年度繰越支払資金 30,411,841

支 出 の 部 合 計 71,667,210

平成21年度私大補助金
交付額　　　上位20校
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雑収入
2.6％

事業収入
3.3％資産運用収入

1.0％

補助金
13.2％寄付金

2.3％
手数料
4.6%

学生生徒等納付金
73.0％

人件費
47.7％

予備費
0.9%

資産処分差額
0.4%

借入金等利息
1.1%

管理経費
7.6%

教育研究経費
42.3%

平成22年度　帰属収入の内訳

平成22年度　消費支出の内訳

│
環
境
整
備
、
教
育
・
研
究
環
境
の
改
善
へ
│

平
成
22
年
度
予
算 

編
成
学
校
法
人
　
東
京

理
科
大
学
理
事
会

に
つ
い
て

平
成
23
年
度

新
入
学
生
に
対
す
る
学
費

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会



厳
し
い
就
職
環
境
に
も

底
力
を
発
揮

│
平
成
21
年
度
　
期
待
の
高
さ
健
在
│

　
平
成
二
十
一
年
度
の
就
職
状

況
は
前
年
か
ら
続
く
世
界
的
な
不
況
の
影
響
か
ら
（
一
部
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
企
業
を
除
き
）、
多
く
の
企
業
で
採
用
数
が
減
少

し
、「
就
職
氷
河
期
」
の
再
来
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
の
企
業
選
び
も
安
定
性

の
あ
る
大
企
業
に
集
中
す
る
傾

向
が
強
ま
り
、
よ
り
厳
し
い
就

職
戦
線
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

企
業
は
事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
消
費
の
低
迷
を
見
据
え
、

「
変
化
に
対
応
で
き
る
」
人
物
を

求
め
、「
量
」
か
ら
「
質
」
重
視

へ
と
シ
フ
ト
、
複
数
の
内
定
が

と
れ
た
学
生
と
全
く
と
れ
な
い

学
生
の
「
二
極
化
」
が
一
段
と

進
み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
あ
っ
て

も
本
学
の
進
路
決
定
率
は
九

一・
四
％（
三
月
二
十
四
日
現
在
）

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　「
平
成
二
十
一
年
度
主
な
就

職
内
定
先
」（
別
表
）
の
と
お

り
大
手
電
機
・
自
動
車
メ
ー
カ

ー
、
情
報
産
業
へ
の
内
定
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
教
員
関
係
は

公
・
私
立
学
校
に
百
三
十
三
人

が
内
定
し
、
前
年
度
を
大
幅
に

上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

家
・
地
方
公
務
員
に
は
百
九
人

が
内
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

大
学
院
修
士
課
程
に
は
千
七
百

四
十
三
人
（
進
学
率
四
九
・
六

％
）
が
進
学
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
厳
し
い
就
職
環
境

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
大
手
・
有

名
企
業
の
み
を
対
象
と
せ
ず
、

将
来
性
の
あ
る
中
小
や
地
方
の

企
業
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
就
職
課
で
は
低
学

年
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
六
月
に
は

三
年
生
・
修
士
一
年
生
を
対
象

と
し
た
「
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

が
始
ま
り
、
順
次
、
各
種
講
座

を
実
施
し
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支

援
行
事
は
低
学
年
の
参
加
も
可

能
で
す
。
不
安
や
疑
問
が
あ
れ

ば
早
目
に
遠
慮
な
く
就
職
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
三
月
十
日
（
水
）

〜
十
三
日
（
土
）

の
四
日
間
、
東
京

理
科
大
学
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
カ
ナ

ル
会
館
三
階
・
大

会
議
室
に
お
い
て

「
第
四
回
量
子
生

命
情
報
研
究
セ
ン

タ
ー
国
際
会
議
二

〇
一
〇
」
が
量
子

生
命
情
報
研
究
セ

ン
タ
ー
（
略
称
＝

Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、
研
究

代
表
者
・
大
矢
雅

則
理
工
学
部
教

授
）
の
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
本
学
が
文
部
科

学
省
の
私
立
大
学
高
度
化
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
国
際
会
議
と

Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
主
た
る
目
的
は
、

数
学
、
物
理
学
、
情
報
科
学
、

生
命
科
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
を
横
断
的
に
研
究
し
て
い
る

研
究
者
の
協
力
を
ベ
ー
ス
に
、

量
子
情
報
と
生
命
情
報
を
融
合

し
た
新
た
な
理
論
の
創
出
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
実
現
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
第
四

回
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
国
際
会
議
に
は
、

四
日
間
で
量
子
情
報
、
量
子
物

理
、
生
命
情
報
、
量
子
確
率
、

確
率
過
程
な
ど
の
研
究
で
国
際

的
に
活
躍
し
て
い
る
研
究
者

の
中
か
ら
国
外
の
研
究
者
十

七
人
、
本
学
を
含
む
国
内
の

研
究
者
二
十
数
人
が
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
三
月
十
日
は
、
藤

嶋
昭
学
長
の
挨
拶
に
続
き
、

大
矢
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
Ｑ
Ｂ

Ｉ
Ｃ
研
究
成
果
の
報
告
、
量
子

情
報
・
生
命
情
報
・
量
子
物
理

に
関
す
る
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
二
日
目
は
、
量
子
確
率
・

量
子
情
報
・
生
命
情
報
・
数
理

物
理
に
関
す
る
講
演
、
三
日
目

は
、
数
理
物
理
、
量
子
情
報
に

関
す
る
講
演
が
あ
り
、
午
後
か

ら
は
、
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
平
成
二
十

一
年
度
の
報
告
会
も
兼
ね
た
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、本
学
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
研
究

室
か
ら
十
七
件
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
数
学
（
Ｗ
Ｎ

Ａ
）・
量
子
情
報
デ
バ
イ
ス
・

量
子
情
報
・
生
命
情
報
に
関
す

る
講
演
が
行
わ
れ
、
山
登
一

郎
・
生
命
グ
ル
ー
プ
長
に
よ
る

生
命
系
の
Ｑ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
研
究
成
果

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
国
際
会
議
は
、
量
子
生
命

情
報
の
基
礎
の
構
築
と
い
う
パ

ラ
ダ
イ
ム
に
向
か
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
研
究
者
が
国
内
外

か
ら
一
堂
に
会
す
と
い
う
、
国

際
的
に
も
類
を
見
な
い
も
の
で

し
た
。
量
子
情
報
の
数
理
が
生

命
理
解
に
い
か
に
役
立
つ
か
、

生
命
に
お
け
る
情
報
処
理
の
多

様
さ
が
量
子
情
報
の
さ
ら
な
る

豊
穣
に
い
か
に
寄
与
す
る
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
、
分
野
を

越
え
た
横
断
的
な
議
論
が
活
発

に
な
さ
れ
、
成
功
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

間
に
わ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
オ

ハ
イ
オ
州
立
大
学（
Ｏ
Ｓ
Ｕ
）
に

滞
在
し
、
教
員
の
研
究
支
援
や

外
部
資
金
獲
得
管
理
を
担
う
職

員（
リ
サ
ー
チ
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
）を
擁
す
る
部
署
で
業

務
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
学
と
学
術
交
流
協
定

を
結
ん
で
い
る
Ｏ
Ｓ
Ｕ
は
、
学

生
数
五
万
人
以
上
の
全
米
最
大

規
模
の
総
合
大
学
で
、
研
究
も

と
て
も
盛
ん
な
大
学
で
す
。

　
研
修
中
は
、
学
内
で
実
施
さ

れ
る
研
修
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

参
加
し
、
リ
サ
ー
チ
ア
ド
ミ
ニ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
業
務
に
関
す

　
昨
年
九
月
二
十
五
日
か
ら

十
二
月
二
十
三
日
の
三
カ
月

る
知
識
を
深
め
る
ほ
か
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
手
伝
い
を
し
た

り
、
自
ら
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ

て
教
員
や
学
生
に
研
究
内
容
や

研
究
費
獲
得
の
現
状
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ａ
と

い
う
全
米
の
リ
サ
ー
チ
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
集
う
年
次

大
会
に
出
席
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
貴
重

な
体
験
も
し
ま
し
た
。
仕
事
以

外
で
は
、
ア
メ
フ
ト
観
戦
、
ホ

ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
、
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
な
ど

の
ア
メ
リ
カ
文
化
に
も
触
れ
、

憧
れ
の
ア
メ
リ
カ
生
活
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
滞

在
中
、
自
分
の
知
識
不
足
や
英

語
力
不
足
に
よ
り
苦
労
し
た
こ

と
、
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
べ

て
い
い
思
い
出
で
す
。

　
三
カ
月
と
い
う
期
間
は
、
英

語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
も
、
業

務
内
容
を
深
く
理
解
す
る
に
も

短
す
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
海

外
で
不
自
由
な
環
境
に
自
分
を

置
く
こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直

す
機
会
が
持
て
た
こ
と
、
日
本

を
離
れ
る
こ
と
で
日
本
や
本
学

を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
、
そ
し
て
人
々
と
の
出

会
い
の
中
で
国
際
交
流
の
大
切

さ
を
強
く
実
感
で
き
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
大
き

な
収
穫
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
経

験
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お

か
げ
で
す
。
本
学
そ
し
て
Ｏ
Ｓ

Ｕ
で
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
そ
し
て
、
本
学
と
Ｏ
Ｓ
Ｕ

の
つ
な
が
り
が
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を

願
い
ま
す
。

業種 企業名・省庁名等 内定者数

建
設
・
設
備

大成建設 11
鹿島建設 7
大林組 7
前田建設工業 4
戸田建設 3
安藤建設 3
清水建設 3
NTT ファシリティーズ 3
関電工 3
柿本商会 3
日本コムシス 3

食
料
品

明治乳業 4
山崎製パン 4
明治製菓 3

化
学
工
業

花王 8
日産化学工業 7
ライオン 5
東ソー 4
三菱ガス化学 4
日立化成工業 3
富士フイルム 3
東洋インキ製造 3
日本触媒 3

医
薬
・
化
粧
品

アステラス製薬 14
中外製薬 7
武田薬品工業 5
日本新薬 5
協和発酵キリン 4
ヤンセンファーマ 4
ノバルティスファーマ 4
エーザイ 4
佐藤製薬 3
大正製薬 3
日本イーライリリー 3
第一三共 3

印
刷

大日本印刷 6
凸版印刷 5

石
油
・
ゴ

ム
・
窯
業

ブリヂストン 8
TOTO 6
出光興産 5

非
鉄

古河電気工業 4
住友電気工業 4
フジクラ 4

機
械
・
精
密

三菱重工業 16
IHI 9
小松製作所 6
テルモ 6
キヤノンファインテック 4
日立ディスプレイズ 3
シグマ 3

電
気
機
械
器
具

日立製作所 28
リコー 23
富士ゼロックス 16
キヤノン 15
三菱電機 12
ソニー 11
シャープ 6
日本電気 6
パナソニック 6
ローム 5
山武 5
富士通 4
半導体エネルギー研究所 4
横河電機 4
日本電産 4
日本ケミコン 3
コバレントマテリアル 3
セイコーエプソン 3
ミツミ電機 3
旭化成エレクトロニクス 3
ジーエス・ユアサコーポレーション 3
TDK 3
ポリマテック 3

輸
送
用
機
械
器
具

本田技研工業 30
トヨタ自動車 9
デンソー 7
日本車輌製造 4
スズキ 4
富士重工業 4
いすゞ自動車 3
日産自動車 3
三菱自動車工業 3
豊田自動織機 3

商
業

ニトリ 4
東京エレクトロン 4
サイゼリヤ 3
興和 3
大塚商会 3

金
融
・
保
険

日本興亜損害保険 6
りそな銀行 5
三菱東京 UFJ 銀行 5
かんぽ生命保険 5
日本生命保険 4
三井住友銀行 3
横浜銀行 3
日本銀行 3
りそなホールディングス 3
住友生命保険 3
第一生命保険 3

運
輸

東日本旅客鉄道 22
東海旅客鉄道 7
全日本空輸 4
日本航空インターナショナル 3
西日本旅客鉄道 3
日立物流 3

通
信

NTT ドコモ 10
東日本電信電話 9
KDDI 9
ソフトバンク 5
NTT コミュニケーションズ 4
イー・アクセス 3

電
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

東京電力 8
中部電力 5
電源開発 5
東北電力 5
北陸電力 5
東京ガス 3

情
報
産
業
・
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス

NTT データ 18
野村総合研究所 17
伊藤忠テクノソリューションズ 16
日立情報システムズ 15
みずほ情報総研 11
日立ソフトウェアエンジニアリング 8
アイ・ティ・フロンティア 8
日立システムアンドサービス 8
ヤフー 7
インテック 7
NTT コムウェア 7
楽天 7
ワークスアプリケーションズ 6
富士通エフサス 6
日本ユニシス 5
三菱 UFJ インフォメーションテクノロジー 5
ジャステック 4
新日鉄ソリューションズ 4
日立電子サービス 4
NTT ソルコ 4
富士通システムソリューションズ 4
日本システムディベロップメント 4
TIS 4
エヌジェーケー 4
アスクレップ 4
日立システムバリュー 4
住商情報システム 4
NTT データ東京エス・エム・エス 4
WDB エウレカ 4
臨海セミナー 4
東芝インフォメーションシステムズ 3
三菱総研 DCS 3
NTT データ・アイ 3
三菱電機インフォメーションシステムズ 3
日本アイ・ビー・エム 3
テプコシステムズ 3
NTT データクイック 3
日立公共システムエンジニアリング 3
TKC 3
NTT ソフトウェア 3
ソニーグローバルソリューションズ 3
オービック 3
農中情報システム 3
大和総研 3
アクセンチュア 3
アビームコンサルティング 3
日本総合研究所 3
エスアールエル・メディサーチ 3
シミック 3

国
家
公
務
員

警察庁　 3
特許庁 3
総務省 2
国土交通省 2
経済産業省 2

地
方
公
務
員

東京都（都職員） 19
千葉県（県職員） 6
神奈川県　横浜市職員 5
警視庁 5
埼玉県（県職員） 5
神奈川県　川崎市職員 3
神奈川県（県職員） 2
神奈川県警察 2
千葉県　松戸市職員 2
千葉県　船橋市職員 2
静岡県（県職員） 2
群馬県　高崎市職員 2

教
育

公立（中学・高等学校） 88
私立（中学・高等学校） 45

主な就職内定先
平成 21 年度

〈（株）（相）は省略〉

　
本
学
「
科
学
技
術
交
流
セ
ン

タ
ー
」
は
、
平
成
二
十
年
度
以

来
、
連
携
先
で
あ
る
筑
波
大

学
、
信
州
大
学
等
と
各
々
の
機

関
が
保
有
す
る
知
財
を
“
群
”

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
経
済
産
業
省
支
援
の
下
、

関
東
圏
内
の
十
一
大
学
に
も
働

き
か
け
、
各
大
学
の
特
許
を
分

類
し
ま
し
た
。
ま
た
、
応
用
の

“
出
口
”
を
設
定
し
、
活
用
で

き
る
特
許
群
と
し
て
現
在
、
活

用
策
を
検
討
中
で
す
。

　
検
討
内
容
は
、
お
お
む
ね
次

記
の
と
お
り
で
す
。

　
一
．
将
来
市
場
ニ
ー
ズ
に
基

づ
き
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な

商
品
イ
メ
ー
ジ
を
想
定
し
、
具

現
化
に
必
要
な
要
素
技
術
に
分

解
す
る
。

　
二
．
各
要
素
技
術
ご
と
に
各

大
学
が
保
有
す
る
特
許
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
収
集
し
、
群
と
し
て
束

ね
、
企
業
に
共
同
研
究
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
創
成
を
提
案
す

る
。

　
こ
れ
ら
は
、
事
業
化
を
加

速
、
促
進
す
る
た
め
の
支
援
ス

キ
ー
ム
を
構
築
す
る
も
の
で

す
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、
具
体

的
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
血
糖
値

計
測
装
置
、
②
光
学
画
像
診
断

装
置
を
設
定
し
、
一
月
二
十
一

日
に
約
五
十
社
の
参
加
企
業
に

提
案
、
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
半
数
程
度
の

企
業
か
ら
、
ラ
イ
セ
ン
ス
、
共

同
研
究
、
技
術
指
導
等
の
希
望

対応知財群
構築と補強

将来を見据えた
対象製品選定

参加企業50社のうち23社から
ライセンス／共同研究等の相談フォロー中

対象製品
選定

要素技術
解析

①「血糖値計測装置」
②「光学画像診断装置」
　（蛍光トモグラフィー装置）
③「光コヒーレンストモグラ
　フィー（OCT）装置」

・ライセンシー
・共同研究
（大学間＆企業）
　　　　↓
将来を見据えた取り組み

マ
ッ
チ
ン
グ

政策関連
予測動向

社会ニーズ
市場動向

関東圏内大学所有技術
（知財・技術）
コア大学　　　
●東京理科大学
●筑波大学　　
●千葉大学　　
●信州大学　　

提案セミナー
開催
2010. 1. 21

が
あ
り
、
過
去
に
類

を
見
な
い
反
響
で
し

た
。
現
在
、
関
係
大

学
と
連
携
し
、
新
た

な
共
同
研
究
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
創
成
に
向

け
、
準
備
中
で
す
。

　
今
後
、
今
回
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
成
功

事
例
と
し
て
、
逐

次
、
本
学
の
保
有
す

る
強
い
技
術
シ
ー
ズ

を
中
心
と
し
て
、
他

大
学
と
の
連
携
を
よ

り
密
に
し
、
よ
り
効

果
的
、
効
率
的
な
知

財
群
活
用
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
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第4回量子生命情報研究センター（QBIC）
国際会議2010が開催される

Q
B
I
C
研
究
成
果
を
報
告
す
る

大
矢
量
子
生
命
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
長

マーチングバンドがつくる o. h. i. o の文字（ア
メフトのホームゲームにて）

事
務
系
職
員 

海
外
研
修
報

告

　事
務
系
職
員
海
外
派
遣
研
修
制
度
は
、
海
外
研
修
先
大
学
の
運
営
制
度
、
業
務
の

実
態
や
専
門
的
技
術
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
等
を
経
験
し
、
外
国
で
の
生
活
を
通
じ

て
、
大
学
職
員
と
し
て
の
視
野
を
広
め
、
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
十
三
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
十
一
人
の
事
務
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
の
参
加
者
の
体
験
記
を
紹
介
し
ま
す
。

OSU の方々と共に。中央が木村さん

庶務課　主任　木村繭子

米国オハイオ州立大学で 3 カ月研修

NCURA年次大会でプレゼン

国
内
初
、
筑
波
大
な
ど
11
大
学
に
呼
び
掛
け

知
財〝
群
〞の
管
理
と
活
用
へ



　
三
月
十
三
日

（
土
）、
新
三
年

生
、
二
年
生
お
よ

び
保
護
者
を
対
象

と
し
た
春
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
。
高
校
生

五
十
八
人
、
保
護

者
四
十
三
人
、
合

計
百
一
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　「
長
野
県
の
大
学
に
進
学
す

る
こ
と
の
意
義
」
と
題
し
た
学

４月６日（火）に諏訪東京理科大学第９回目の入学式が挙行さ
れました＝写真。本年度入学生は、システム工学部電子システ
ム工学科 91 人、機械システム工学科 75 人、経営情報学部経営
情報学科 127 人の計 293 人でした。同時に本学大学院の入学式
が挙行され、修士課程 30 人が入学しました。

平成 22 年度入学式が 4 月 10 日（土）に本学 5201 教室で行わ
れました＝写真。本年度は工学部の第 2 期生として、機械工学
科 36 人、電気工学科 56 人、応用化学科 56 人、大学院修士課
程 20 人、計 168 人の新入生を迎えました。

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
諏
訪
東

京
理
科
大
学
へ
の
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
入

学
し
た
新
入
生
諸
君
は
、
大
学

と
し
て
は
第
九
期
生
、
大
学
院

と
し
て
は
五
期
生
と
な
り
ま

す
。
本
学
の
特
徴
は
、「
小
さ

く
て
大
き
な
大
学
」
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
本
学
自
体
は
、

二
学
部
の
小
さ
な
大
学
で
す

が
、
そ
の
母
体
に
は
百
二
十
九

年
の
歴
史
を
持
ち
、
約
二
万
人

の
学
生
を
有
す
る
東
京
理
科
大

学
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
東
京
理

科
大
学
で
培
わ
れ
て
き
た
「
教

育
を
大
切
に
す
る
伝
統
」
と
、

「
最
先
端
の
科
学
技
術
に
挑
戦

す
る
気
概
」は
、
本
学
に
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

　
小
さ
な
大
学
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
学
生
相
互
、
学
生
諸
君
と

教
員
や
事
務
職
員
と
の
距
離
が

非
常
に
近
い
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
本
学
で
は
、
学
問
以
外
で

も
友
人
同
士
や
教
職
員
の
方
々

　
山
口
東
京
理
科
大
学
で
自
分

の
希
望
と
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
、
入
学
さ
れ
た
学
部
新
入
生

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
大
学
院
に

進
学
さ
れ
、
学
問
探
求
の
道
に

入
ら
れ
る
大
学
院
生
の
皆
さ

ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
本
学
は
昨
年
度
か
ら
工
学
部

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
教
育
の
分
野
で

は
、
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機

構
（
J
A
B
E
E
）
の
認
定
を

受
け
、
世
界
レ
ベ
ル
の
高
い
水

準
の
教
育
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
研
究
の
分
野
で
は
応
答
速

度
が
速
く
画
像
が
鮮
明
な
次
世

代
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
開

発
を
、
山
口
県
や
文
部
科
学
省

か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
推

進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

優
れ
た
教
育
研
究
を
踏
ま
え

て
、「
も
の
づ
く
り
」
を
基
盤

と
し
た
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
リ
ー
ダ

ー
」
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る

と
の
触
れ
合
い
の
中
か
ら
、
多

く
の
も
の
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
、
こ
の
大
学
を
「
小

さ
い
け
れ
ど
も
大
き
な
夢
の
あ

る
大
学
」
に
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
学
で
は
、「
工

学
と
経
営
の
融
合
教
育
」
と
い

う
特
色
の
あ
る
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
通
し

　
平
成
二
十
一
年
度
の
学
部
卒

業
生
の
就
職
内
定
率
は
九
三
・

五
％
（
三
月
三
十
一
日
現
在
）

で
、
就
職
先
は
長
野
県
内
企
業

が
最
も
多
く
七
割
を
超
え
、
東

京
都
、
山
梨
県
と
続
き
、
自
宅

か
ら
通
勤
で
き
る
地
元
志
向
が

強
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
業
種
別
で
は
、
シ
ス
テ
ム
工

学
部
で
製
造
業
が
六
割
近
く
を

占
め
、
次
い
で
情
報
通
信
業
、

建
設
業
と
続
き
、
経
営
情
報
学

部
は
製
造
業
お
よ
び
卸
売
業
・

小
売
業
が
そ
れ
ぞ
れ
二
割
で
、

次
い
で
情
報
通
信
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
へ
就
職
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
年
度
第
三
期
生
の
大
学
院
修

士
課
程
修
了
生
の
就
職
内
定
率

は
、
昨
年
同
様
一
〇
〇
％
と
な

り
、
大
学
院
へ
の
進
学
者
は
就

職
環
境
の
厳
し
さ
を
反
映
し
、

昨
年
の
二
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　
雇
用
情
勢
の
悪
化
の
た
め
就

職
活
動
は
大
変
厳
し
い
も
の
で

し
た
が
、
年
を
越
え
て
か
ら
も

粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
結
果
、

三
月
を
過
ぎ
て
か
ら
の
内
定
の

伸
び
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
学

部
三
年
生
に
は
、
東
京
へ
の
就

職
活
動
支
援
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実

施
や
模
擬
面
接
と
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
履
歴
書
対
策
講
座
を
増

や
す
な
ど
、
例
年
以
上
に
手
厚

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

と
し
た
特
別
講
演
会
「
進
学
の

お
金
講
座
」に
参
加
し
ま
し
た
。

生
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

こ
の
三
月
に
卒
業
し
た
学
生

が
、
本
学
が
な
ぜ
就
職
に
強
い

の
か
に
つ
い
て
、
地
元
の
企
業

と
つ
な
が
り
や
地
域
社
会
へ
の

貢
献
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
も

と
に
、
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
校
生
は
各
学
科

に
分
か
れ
て
の
体
験
講
座
、
研

究
室
公
開
ツ
ア
ー
な
ど
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
ま
た
保
護
者
は
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師

大
学
と
し
て
、
さ
ら
な
る
教
育

研
究
の
高
度
化
・
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
は
、
山
口
県
立
大
学
・
山
口

学
芸
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

「
大
学
教
育
充
実
の
た
め
の
戦

略
的
大
学
連
携
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、

厳
し
い
就
職
戦
線
に
対
応
し
、

皆
さ
ん
の
支
援
体
制
を
強
化
す

て
、「
経
営
の
わ
か
る
技
術
者
」

や
「
技
術
の
わ
か
る
経
営
者
」

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
も
う
一
つ
の
特
徴

は
、
就
職
率
が
高
い
こ
と
で

す
。
昨
年
度
の
非
常
に
厳
し
い

就
職
状
況
の
中
で
も
、
本
学
は

高
い
就
職
率
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
た

だ
本
学
を
卒
業
す
れ
ば
就
職
が

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

る
た
め
の
「
就
職
支
援
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
「
自
分
自
身
を
磨
い
て
、

個
性
を
確
立
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
多

く
は
四
年
後
に
は
社
会
に
出
て

活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
代
は
非
常
に
変
化
が
激
し

ん
。
皆
さ
ん
が
実
社
会
で
活
躍

し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
門
的

な
知
識
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
た
ち
と
の
豊
か
な
つ
な
が
り

を
持
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
学
生
時
代
は
人
生
の
中
で
も

大
切
な
時
期
で
す
。
こ
の
美
し

い
自
然
の
中
で
、
実
り
豊
か
な

学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
も
、
そ
れ
を
応
援

し
ま
す
。

　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

室
（
学
生
部
主
催
）
は
二
月
九

日
（
火
）、
し
ら
か
ば
２
in
１

ス
キ
ー
場
（
長
野
県
立
科
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行

事
は
、
学
生
部
が
学
生
と
教
職

員
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
、
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
二
回

目
と
な
る
今
年
は
、
学

生
十
九
人
、
教
職
員
四

人
の
合
計
二
十
三
人
が

参
加
。
学
生
は
白
銀
の

ゲ
レ
ン
デ
で
ウ
ィ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　
本
学
は
地
域
産
業
界
で
活
躍

で
き
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
・
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
べ
く
、
技
術
者

教
育
に
力
を
入
れ
、
全
国
の
大

学
に
先
駆
け
て
、
平
成
十
七
年

に
全
学
科
で
日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
課
程
を

修
了
し
た
学
生
は
、
技
術
士
試

験
の
第
一
次
試
験
が
免
除
さ

れ
、
修
習
技
術
者
の
資
格
を
取

得
で
き
ま
し
た
が
、
技
術
士
補

を
目
指
す
学
生
は
、
卒
業
後
に

個
別
で
指
導
技
術
士
を
選
定

し
、
技
術
士
補
に
登
録
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
学
で
は
、
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
東
京
理
科
大
学
理
窓
技

術
士
会
の
協
力
を
得
て
、
事
前

に
指
導
技
術
士
を
選
定
し
、
希

望
者
全
員
が
卒
業
と
同
時
に
技

術
士
補
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
の
大
学
で
初
め

グ
ラ
ム
は
、
地
域
社
会
を
中
心

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

し
、
求
人
の
増
大
、
学
生
支
援

態
勢
の
充
実
、
技
術
士
資
格
の

取
得
促
進
等
、
き
め
細
か
い
就

職
支
援
態
勢
を
構
築
し
、
学
生

個
々
の
職
業
観
に
応
じ
た
満
足

度
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
実
践

す
る
こ
と
で
、
全
学
生
が
自
信

を
持
っ
て
就
職
活
動
に
臨
め
る

よ
う
、
今
後
も
力
強
い
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

い
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
三
月
時

点
で
進
路
の
決
ま
ら
な
い
学
生

に
対
し
て
は
、
教
職
員
が
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
ま
で
帯
同
し
、
登
録

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

年
明
け
か
ら
内
定
率
が
急
上
昇

し
、
最
終
的
に
は
九
〇
％
に
至

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
就
職
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
対
外
的
に
も
高
い
評
価

を
受
け
、
文
部
科
学
省
が
公
募

し
た
平
成
二
十
一
年
度
「
大
学

教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」

就
職
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
プ
ロ

　
平
成
二
十
二
年
度
採
用
に
向

け
た
就
職
活
動
は
、
特
に
地
方

の
学
生
に
と
っ
て
極
め
て
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
前
年

度
ま
で
都
市
部
の
企
業
は
地
方

の
学
生
採
用
に
向
け
、
会
社
説

明
会
の
地
方
会
場
増
設
や
採
用

試
験
実
施
時
の
交
通
費
支
給

等
、
地
域
間
の
経
済
的
格
差
が

考
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
年
度
は
求
人
の
減
少
に

伴
い
、
採
用
部
門
経
費
が
縮
小

さ
れ
、
地
方
学
生
へ
の
経
済
的

支
援
を
打
ち
切
る
企
業
が
大
半

を
占
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
山
口
東

京
理
科
大
学
の
就
職
内
定
率
も

停
滞
し
ま
し
た
。
各
月
の
就
職

内
定
率
は
対
前
年
比
二
割
減
と

い
う
状
態
が
続
き
、
昨
年
秋
に

は
大
学
に
届
く
求
人
票
が
皆
無

と
な
り
ま
し
た
が
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
各
経
済
団
体
と
提
携
し

た
求
人
確
保
、
東
京
理
科
大
学

と
の
求
人
票
の
共
有
、
就
職
活

動
支
援
バ
ス
の
増
発
等
、
手
厚

て
の
こ
と
で
あ
り
、
修
習
技
術

者
と
技
術
士
補
の
資
格
を
同
時

に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
三
月
十
八
日
（
木
）、
本
学

の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
課
程
を
修

了
し
、
技
術
士
補
を
申
請
し
た

二
十
二
人
に
対
す
る
登
録
証
の

授
与
式
が
５
１
０
６
教
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
与
式
で
は
、
本
学
関
係
者

や
ご
父
母
が
多
数
見
守
る
中
、

東
京
理
科
大
学
理
窓
技
術
士
会

の
三
澤
昭
会
長
か
ら
、
全
員
に

登
録
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
授
与
式
後
の
講
演
で
三
澤
会

長
は
、
実
社
会
の
技
術
で
は
広

範
囲
の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
を
力
説
。「
日
本
語
で
正
し

く
表
現
し
、
説
明
す
る
能
力
も

養
い
、
将
来
は
皆
さ
ん
が
指
導

技
術
士
と
し
て
後
輩
を
指
導
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
望
み

ま
す
」
と
、
は
な
む
け
の
言
葉

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

く
、
こ
の
先
何
が
起
こ
る
か
予

測
が
困
難
な
時
代
で
す
。
そ
の

よ
う
な
時
代
を
生
き
抜
い
て
い

く
た
め
に
は
、
自
己
を
確
立
し

て
ど
の
よ
う
な
環
境
で
も
適
応

で
き
る
た
く
ま
し
さ
が
必
要
で

す
。

　
ま
ず
私
は
、
本
を
読
み
、
自

分
の
好
き
な
言
葉
を
見
つ
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
多
く

の
言
葉
を
知
る
こ
と
は
、
豊
か

な
表
現
力
や
発
想
力
、
ひ
い
て

は
自
分
自
身
の
個
性
を
育
て
る

上
で
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。
本

学
で
の
学
び
を
通
じ
て
幅
広
い

経
験
を
重
ね
、
社
会
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
、
優
れ
た
資
質
を

兼
ね
備
え
た
科
学
技
術
者
と
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
強

く
期
待
い
た
し
ま
す
。

就
職
、
粘
り
強
く
健
闘
平
成
21
年
度

　
諏
訪
大
社
上
社
御
柱
祭
・

山
出
し
が
、
四
月
二
日
（
金
）

〜
四
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
本

学
で
も
地
元
豊
平
地
区
（
下

古
田
）
に
お
願
い
を
し
、
地
元

住
民
の
方
々
に
加
え
て
有
志

の
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
柱
祭
　
参 

加

就
職
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選
定

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

卒
業
時
に
技
術
士
補
が
登
録
可
能
に
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新入生諸君へ 学長　河村　　洋

大きな夢のある大学へ大きな夢のある大学へ大きな夢のある大学へ
新入生諸君へ 学長　塚本　桓世

自らを磨き個性の確立を自らを磨き個性の確立を
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学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

平
成
21
年
度

　
平
成
二
十
一
年
度
の
学
位

記
・
修
了
証
書
授
与
式
が
、
三

月
十
九
日
（
金
）、
卒
業
生
の

新
し
い
門
出
を
祝
う
か
の
よ
う

に
晴
れ
や
か
な
空
の
下
、東
京・

千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
挙

行
さ
れ
、
四
千
八
百
九
十
八
人

の
卒
業
生
は
大
い
な
る
希
望
と

夢
を
抱
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
に
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し

た
。

　
藤
嶋
学
長
は
式
辞
の
中
で
、

二
百
安
打
を
九
年
間
続
け
て

打
っ
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
事

例
や
、
中
国
の
「
台
上
一
分

鐘
、
台
下
十
年
功
」
と
い
う
言

葉
を
挙
げ
、
何
ご
と
も
こ
れ
だ

と
思
う
こ
と
を
続
け
て
実
行
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
実
体
験

を
論
文
や
特
許
な
ど
に
残
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
、
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　
新
た
な
進
路
へ
と
旅
立
つ
最

後
の
一
日
、
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ

れ
卒
業
証
書
等
を
授
与
さ
れ
た

後
、
恩
師
や
級
友
、
ゼ
ミ
や
ク

ラ
ブ
の
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
社
会
は
変
革
の
時
代
で
、
卒

業
生
の
行
く
手
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
試
練
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

「
実
力
主
義
」
の
伝
統
を
受
け

継
い
だ
理
科
大
出
身
者
と
し

て
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

4,898人が夢と希望を抱いて

　
二
月
二
日
（
火
）、
長
万
部

キ
ャ
ン
パ
ス
で
基
礎
工
学
部
第

二
十
三
期
生
の
退
寮
式
が
執
り

行
わ
れ
、
二
百
九
十
四
人
の
学

生
が
長
万
部
学
寮
を
退
寮
し
ま

し
た
。
式
で
は
、
友
岡
康
弘
基

礎
工
学
部
長
、
藤
井
志
郎
教
養

部
長
よ
り
激
励
の
言
葉
が
あ

り
、
長
万
部
町
の
白
井
捷
一
町

長
か
ら
は
温
か
い
言
葉
と
と
も

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
代
表
学
生
・
山
田

将
旭
さ
ん
（
電
子
）、
匂
坂
紘
子

さ
ん
（
生
物
）
の
謝
辞
に
一
同

思
い
を
重
ね
目
頭
を
熱
く
す
る

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
長
万

部
学
寮
で
一
年
間
過
ご
し
た
基

礎
工
学
部
一
年
生
は
四
月
か
ら

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
新
し
い

歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

長
万
部
学
寮
退
寮
式

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日
伊藤　貴彦 工研・工化・博2 優秀ポスター賞 日本化学会関東支部大会 アセトアルデヒドを求核剤とする不斉有機触媒反応  9 月25日

高橋　　裕 工研・工化・修2 優秀ポスター賞 2009年色材研究報告会 炭化水素系油／フッ素系油／水三成分系の相状態に及ぼすハイブリッド界面活性剤の影響 10月22日

斉藤　　翼 理研・数情・修1 最優秀賞 Scilab Toolbox Japan Contest 2009　学生カテゴリ QuPAT（Quadraple Precision Arithmetic Toolbox） 11月 4 日

海野　徳幸 基工研・電子・博1 学生優秀ポスター賞 The 4th  International Symposium on Atomic 
Technology High Aspect Metal Pattern Replication Technique Using Metal Oxide Release Layer 11月19日

玉城沙弥香 総化研・総化・修2 ポスター賞 第28回溶媒抽出討論会 β-ジケトンとルイス塩基によるLn（III）の協同抽出に及ぼす配位原子の効果 11月20日

山田　晃由 工研・電気・修1 Excellent Paper Award 2009 CACS  International Automatic Control 
Conference

Design of a USB Device Driver Based on Windows Driver Model for Real-Time Control 
under Windows XP 11月28日

池谷　光司 専門職・MIP・修2 優秀賞 第一回東和知的財産研究所懸賞 グループ知財戦略と組織デザイン 11月30日

松崎　可苗 工研・電気・修2 学生論文賞 画像符号化シンポジウム（PCSJ） 高フレームレート画像を用いた高精度動き推定とフレーム補間への応用 12月 2 日

相馬　亮一 理工研・土木・修2 論文賞 国際ジオシンセティックス学会日本支部 繰返し水平載荷による盛土の沈下・土圧増加とジオテキスタイル補強による解決 12月 3 日

秋草　拓哉 総化研・総化・修1 若手優秀発表賞 日本ゴム協会第21回エラストマー討論会 シリカがジエン系ゴムの加硫反応に与える影響 12月 3 日

松本　晶子 総化研・総化・修1 ポスター賞奨励賞 2009年度材料技術研究協会討論会 金色光沢低分子有機結晶の調製と構造解析 12月 5 日

福住　高則 理工研・工化・修2 ゴールドポスター賞（有光晃二講師と共に受賞） 2009年度材料技術研究協会討論会 フッ素を含む潜在性塩基発生剤の合成とUV硬化材料への応用 12月 5 日

梅澤　雅和 薬研・薬学・博2 Student Travel Award 国 際毒性学会PPTOXⅡ（The 2nd meeting of 
prenatal programming and toxicology）

In  utero  and  postnatal  exposure  to  diesel  exhaust  enhances  the  pathology  of 
endometriosis model in rats 12月 9 日

松本　晶子 総化研・総化・修1 ゴールドポスター賞
（近藤行成講師と共に受賞） 2009年度材料技術研究協会討論会 金色光沢低分子有機結晶の調製と構造解析 12月 5 日

福安　健吾 工1・ 工 化・4年

阿部　善也 総化研・総化・博1 学生発表賞 第23回日本放射光学会年会・放射光科学合同シ
ンポジウム 放射光を用いた古代中近東地域におけるコバルト着色剤の科学的特性化  1 月 9 日

野口　恭兵 総化研・総化・修1 ベストポスター賞 第11回エコマテリアルのプロセシングとデザイ
ンに関する国際会議（ISEPD2010） Stability and efficiency improvement of DSCs with Black dye and ionic liquid electrolyte  1 月11日

綿貫　知哉 工1・ 経 工・2年

株式会社QUICK 優秀賞 テクノルネサンス・ジャパン「企業に研究開発し
てほしい未来の夢」コンテスト ヴィジュアル重視の新情報サービス  1 月15日望月　　進 理1・ 物 理・2年

稲葉　良太 工1・ 機 械・1年

藏重　　亘 理1・ 応 化・4年 奨励賞 第19回日本MRS学術シンポジウム コアシェル型Pd1@Au24（SR）18クラスターの精密合成と安定性  1 月21日

笹倉由貴江 専門職・MOT・修士1
新技術部門奨励賞 第6回キャンパスベンチャーグランプリ東京 実用化研究促進のための再現性評価システム  2 月 1 日

川畑　真人 専門職・MOT・修士1

跡部　英正 基工研・電子・修2 講演奨励賞 JSAP応用物理学会 スピンコートされた光ナノインプリント樹脂の粘度特性評価  3 月17日

　
喫
煙
は
個
人
的
な
日
々
の
営

み
で
あ
る
と
の
認
識
は
誰
も
異

論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、

喫
煙
は
他
人
の
人
生
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
物
学
的

に
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う

病
気
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
は

少
し
刺
激
的
で
あ
ろ
う
か
。
親

が
喫
煙
者
の
場
合
、
子
供
の
喫

煙
率
が
高
く
、
こ
の
未
成
年
の

喫
煙
は
早
期
の
ニ
コ
チ
ン
依
存

を
形
成
し
や
す
い
。
ま
さ
に
次

世
代
へ
健
康
被
害
を
継
承
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
受

動
喫
煙
と
肺
が
ん
に
関
す
る
疫

学
研
究
に
よ
る
と
、
喫
煙
者
の

配
偶
者
が
肺
が
ん
に
な
る
リ
ス

　
こ
の
二
月
に
“
た
ば
こ
の
規

制
に
関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠

組
条
約
”
批
准
後
の
猶
予
期
間

で
あ
る
五
年
を
経
て
、
せ
っ
ぱ

詰
ま
っ
た
感
の
あ
る
厚
生
労
働

省
か
ら
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
健

康
被
害
防
止
対
策
と
し
て
学
校

を
含
む
不
特
定
多
数
の
集
ま
る

た
す
べ
き
な
の
か
、
各
人
の
立

場
で
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
禁
煙
に
は
強
い
動
機
と
少
し

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
加
え
、

医
学
的
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ

る
。
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は

啓
蒙
活
動
と
と
も
に
、
そ
の
都

度
、禁
煙
指
導
を
行
っ
て
お
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
薬
剤
を
用
い

た
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
も
実
施
し
て

い
る
。
禁
煙
希
望
者
は
一
度
、

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
禁
煙
に
向

け
て
の
最
初
の
一
歩
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
長

太
田
宏
平
）

ク
は
そ
う
で
な
い
場
合
に
く
ら

べ
二
〇
％
高
く
、
こ
れ
は
喫
煙

者
と
生
涯
を
と
も
に
す
る
と
約

一
％
が
受
動
喫
煙
に
よ
り
肺
が

ん
で
亡
く
な
る
確
率
だ
そ
う

だ
。
も
ち
ろ
ん
受
動
喫
煙
の
影

響
は
肺
が
ん
に
と
ど
ま
ら
な

い
。

場
で
の
全
面
禁
煙
を
徹
底
す
る

よ
う
に
と
の
通
知
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
喫
煙
に
対
し
比

較
的
寛
容
で
あ
っ
た
大
学
で

は
、
入
学
後
に
学
生
の
喫
煙
率

が
増
加
す
る
と
い
う
状
況
に
お

い
て
、
教
育
機
関
と
し
て
ど
の

よ
う
に
そ
の
社
会
的
使
命
を
果

喫
煙
は
他
人
へ
の
影
響
も
大

の健康

ココロ
カラダ

と
新

5

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162-
8601
新
宿
区
神
楽
坂
一-

三 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課
　【TEL

】 03 -5228 -8107 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp

　
大
坪
　
千
裕
　（
基
礎
工
研
）

　
山
本
三
沙
枝
　（
基
礎
工
研
）

　
山
田
　
庸
公
　（
基
礎
工
研
）

　
山
川
　
智
子
　（
基
礎
工
研
）

　
松
井
　
亮
介
　（
薬
研
）

　
横
田
　
　
理
　（
薬
研
）

　
黄
　
　
嵩
凱
　（
総
化
研
）

◇
区
分
：
Ｄ
Ｃ
１

　
小
波
さ
お
り
　（
理
研
）

　
岩
橋
　
孝
典
　（
理
研
）

　
松
浦
　
郁
美
　（
工
研
）

　
草
柳
　
友
恵
　（
理
工
研
）

　
中
澤
　
直
高
　（
基
礎
工
研
）

◇
日
本
学
術
振
興
会
Ｈ
Ｐ

http

：//www.jsps.go.jp/

　
平
成
二
十
二
年
度
の
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
が
発
表

さ
れ
、
本
学
か
ら
十
八
人
の
大

学
院
生
ら
が
採
用
内
定
し
ま
し

た
。
特
別
研
究
員
制
度
は
、
大

学
院
博
士
課
程
在
学
者
お
よ
び

大
学
院
博
士
課
程
修
了
者
等
で

優
れ
た
研
究
能
力
を
有
し
、
大

学
等
研
究
機
関
で
研
究
に
専
念

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を

「
特
別
研
究
員
」と
し
て
採
用

し
、
研
究
奨
励
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。
本
学
か
ら
は
五
十

七
人
が
申
請
し
、
昨
年
度
の
全

国
採
用
率（
二
二
・
五
％
）よ

り
高
い
三
五
・
一
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
日
本
学
術
振
興
会
は
、
学
術

研
究
の
助
成
、
研
究
者
の
養
成

の
た
め
の
資
金
の
支
給
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
学
術
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
で

す
。
特
別
研
究
員
制
度
の
ほ

か
、
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ

る
研
究
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
採
用
内
定
者
】

◇
区
分
：
Ｐ
Ｄ

　
鈴
木
　
博
行
　（
他
大
学
研
究
員
）

　
谷
島
　
尚
宏
　（
理
大
Ｐ
Ｄ
）

　
藪
内
　
直
明
　（
理
大
Ｐ
Ｄ
）

◇
区
分
：
Ｄ
Ｃ
２

　
遠
藤
　
有
希
　（
理
研
）

　
佐
々
木
澄
美
　（
理
研
）

　
吉
田
　
鉄
生
　（
理
研
）

　
吉
田
　
周
平
　（
基
礎
工
研
）

本
学
よ
り
19
人
採
用
内
定
（
　
）は
平
成
二
十
一
年
度
所
属

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

謝辞を述べる山田さん㊨と匂坂さん㊧

破顔一笑。級友・ゼミやサークルの仲間と共に

「何ごともこれだと思うことを続けて実行すること」と藤嶋学長

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平21・11月～22・3月）
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本
学
の
平
成
二
十
二
年
度
一
般

入
学
試
験
（
Ｂ
方
式
・
Ｃ
方
式
）

は
、
二
月
三
日
（
水
）
の
経
営
学

部
Ｂ
方
式
か
ら
始
ま
り
、
三
月

二
十
四
日
（
水
）
の
工
学
部
第
二

部
Ｃ
方
式
ま
で
の
日
程
が
滞
り

な
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
一
般
入
学
試
験
（
Ａ

方
式
・
Ｂ
方
式
・
Ｃ
方
式
）
の
志

総
合
の
部
三
位
の
成
績
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

夜
遅
く
ま
で
の
自
主
練
習
が
高

得
点
に
つ
な
が
る

　
東
京
理
科
大
舞
踏
研
究
部
は

体
育
系
部
活
と
し
て
伝
統
も
あ

り
、
こ
こ
数
年
は
好
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。
去
年
十
二
月
に

行
わ
れ
た
第
54
回
全
日
本
学
生

競
技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
は
大

学
日
本
一
を
決
め
る
も
の
で
六

十
大
学
か
ら
約
二
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　「
高
得
点
を
取
れ
る
か
ど
う

か
は
、
何
組
も
い
る
中
で
、
い

か
に
ジ
ャ
ッ
ジ
や
観
客
を
魅
了

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま

す
」
と
濱
田
さ
ん
。

　
と
い
う
の
も
競
技
ダ
ン
ス
の

採
点
方
法
に
は
、
以
前
の
フ
ィ

　
課
外
活
動
に
お
い
て
優
秀
な

成
績
や
功
績
を
収
め
た
学
生
を

対
象
に
し
た
学
長
表
彰
式
。
今

年
度
は
、
舞
踏
研
究
部
の
三
人

が
学
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
受

賞
し
た
の
は
、
濱
田
健
史
さ
ん

（
工
学
部
第
一
部
工
業
化
学
科

四
年
）、
安
福
絵
里
子
さ
ん

（
理
学
部
第
二
部
化
学
科
四

年
）、
白
川
慎
平
さ
ん
（
工
学

部
第
一
部
経
営
工
学
科
四
年
）

の
三
人
。
白
川
さ
ん
は
、
二
〇

〇
九
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
第

54
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス

選
手
権
大
会
の
ル
ン
バ
の
部
で

二
位
。
濱
田
さ
ん
と
安
福
さ
ん

の
ペ
ア
は
、
同
じ
く
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
の
部
で
三
位
。
さ
ら
に
第

47
回
全
日
本
学
生
選
抜
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会
ラ
テ
ン
個
人

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
と
同
じ
シ
ス

テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
得
点
は
ジ

ャ
ッ
ジ
の
主
観
で
大
き
く
左
右

し
ま
す
。
し
か
も
フ
ィ
ギ
ュ
ア

の
よ
う
に
個
々
の
選
手
が
競
技

を
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ロ
ア

で
何
組
も
踊
る
中
で
採
点
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

　「
女
性
は
よ
り
し
な
や
か

に
、
男
性
は
よ
り
力
強
く
。
身

体
能
力
が
と
て

も
重
要
で
す
。

週
二
回
の
練
習

会
の
ほ
か
に
、

夜
遅
く
ま
で
の

自
主
練
習
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
」

と
話
す
安
福
さ

ん
は
、
練
習
に

夢
中
に
な
っ
て

終
電
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
閉
鎖

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
理
科
大

で
す
が
、
舞
踏
研
究
部
は
す
ご

く
オ
ー
プ
ン
な
ん
で
す
。
今
日

も
他
の
大
学
か
ら
部
員
を
招
い

て
一
緒
に
練
習
会
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
白
川
さ
ん
が
話
す
よ

う
に
他
大
学
と
の
交
流
も
と
て

も
活
発
だ
と
い
い
ま
す
。

競
技
ダ
ン
ス
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と

　
春
か
ら
新
生
活
が
始
ま
る
三

人
。
卒
業
後
も
競
技
ダ
ン
ス
は

続
け
た
い
と
力
強
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
競
技
ダ
ン
ス
を
通

し
て
身
に
付
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
ペ
ア
で
育
ん

で
き
た
協
調
性
は
、
こ
れ
か
ら

も
彼
ら
の
人
生
の
中
で
き
っ
と

生
か
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

舞
踏
研
究
部
で
経
験
し
て
き
た

こ
と
を
糧
に
さ
ら
に
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
学
長
賞
受
賞
者
の
成
績
は
以

下
の
通
り
。

▼
濱
田
健
史
（
Ⅰ
部
体
育
局
舞

踏
研
究
部
　
神
楽
坂
工
学
部
第

一
部
工
業
化
学
科
四
年
）

▼
安
福
絵
里
子
（
Ⅱ
部
体
育
会

舞
踏
研
究
部
　
神
楽
坂
理
学
部

第
二
部
化
学
科
四
年
）

・
第
54
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会

　チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
の
部
三
位

・
第
47
回
全
日
本
学
生
選
抜
競

技
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会

　ラ
テ

ン
個
人
総
合
の
部
三
位

▼
白
川
慎
平
（
Ⅰ
部
体
育
局
舞

踏
研
究
部
　
神
楽
坂
工
学
部
第

一
部
経
営
工
学
科
四
年
）

・
第
54
回
全
日
本
学
生
競
技
ダ

ン
ス
選
手
権
大
会

　ル
ン
バ
の

部
二
位
　（
12
面
に
関
連
記
事
）

　
昨
年
四
月
に
開
設
し
た
大
学

院
総
合
化
学
研
究
科
の
開
設
を

記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

三
月
十
日
（
水
）
に
東
京
・
千

代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
で
開
催
さ
れ
、
企
業
や
研
究

機
関
、
大
学
関
係
の
研
究
者
ら

約
二
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
藤
嶋

学
長
に
よ
る

開
会
の
挨

拶
、
荒
川
同

研
究
科
長
に

よ
る
研
究
科

の
概
要
説
明

で
始
ま
り
ま

し
た
。

　
岩
澤
康

裕
・
日
本
化

学
会
会
長
に

よ
る
特
別
講

演
で
は
、

「
学
術
」
と

は
何
か
、
ま

た
、
研
究
環
境
の
変
容
や
化
学

研
究
の
過
去
と
現
在
に
触
れ
な

が
ら
、
二
十
一
世
紀
の
化
学
研

究
に
つ
い
て
、
人
材
育
成
の
重

要
性
と
同
研
究
科
に
寄
せ
る
期

待
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
研
究
科
を
構
成

す
る
五
コ
ー
ス
の
各
代
表
者
に

よ
る
研
究
紹
介
が
あ
り
、
参
加

者
ら
は
化
学
分
野
に
お
け
る
最

先
端
の
研
究
紹
介
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
同
研
究
科
は
本
学
理
学
研
究

科
化
学
専
攻
と
工
学
研
究
科
工

業
化
学
専
攻
を
発
展
的
に
統
合

し
、
化
学
を
基
盤
と
し
て
理
学

と
工
学
の
知
を
融
合
さ
せ
た
、

全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
化
学
系

単
独
の
大
学
院
で
す
。
三
十
三

研
究
室
、
五
研
究
コ
ー
ス
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

願
者
数
は
五
万
四
百
九
十
九
人
と

な
り
、
昨
年
度
の
五
万
九
百
七
十

三
人
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
三
年

連
続
で
五
万
人
を
超
え
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
入
試
形
態
別
に
み
る
と
、
Ａ

方
式
が
一
万
四
千
九
百
一
人

（
前
年
度
比
五
百
二
十
七
人

減
）、
Ｂ
方
式
が
三
万
千
八
百

四
十
一
人
（
前

年
度
比
五
百
七

十
九
人
減
）、

Ｃ
方
式
が
三
千

七
百
五
十
七
人

（
前
年
度
比
六

百
三
十
二
人

増
）
と
な
り
、

Ｃ
方
式
が
増
加
し
た
も
の
の
、

全
体
的
に
は
志
願
者
数
が
減
少

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
昨
年
よ
り
続
く
経
済
状

況
の
悪
化
等
に
よ
り
、「
地
元

志
向
」「
安
全
志
向
」
が
強
ま

り
、
志
願
者
が
地
元
大
学
へ
の

進
学
を
希
望
し
、
ま
た
、
無
理

を
し
な
い
安
全
圏
の
大
学
選
定

を
行
っ
た
の
が
要
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
関
東
地
区
に
お
い

て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
志
願

者
数
を
維
持
し
て
お
り
、
試
験

会
場
を
関
東
地
区
（
四
カ
所
）

の
み
と
限
定
し
て
い
る
Ｃ
方
式

は
今
回
で
三
年
目
を
迎
え
、
多

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小

は
も
と
よ
り
現
在
の

経
済
情
勢
が
、
今
後

の
志
願
者
数
の
増
減

に
深
く
関
係
し
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中

で
、
本
学
は
伝
統
で

あ
る
「
実
力
主
義
」

の
理
念
の
も
と
、
卒
業
時
の
質

の
保
証
を
確
立
し
つ
つ
、
時
代

に
即
し
た
絶
え
間
な
い
教
育
改

革
と
新
た
に
開
設
さ
れ
る
葛
飾

キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
広
報
が
、

受
験
生
の
本
学
へ
の
志
向
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
　
Ａ
方
式
：
セ
ン
タ
ー
試
験

利
用
に
よ
る
入
試

Ｂ
方
式
：
本
学
独
自
入
試

Ｃ
方
式
：
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
と

本
学
独
自
試
験
の
併
用
型
入
試

 1 明治大学 115,700
 2 早稲田大学 115,515
 3 日本大学 95,322
 4 法政大学 94,536
 5 関西大学 88,399
 6 中央大学 81,898
 7 立命館大学 77,744
 8 近畿大学 76,744
 9 立教大学 72,966
10 東洋大学 72,768
11 青山学院大学 53,695
12 関西学院大学 50,845
13 東京理科大学 50,499
14 慶應義塾大学 48,260
15 同志社大学 46,367

表1　2010年度私立大学入試志願者数

＊3月23日現在／単位：人

一般入学試験志願者

3年連続5万人を超える

平成22年度入試

鈴
木
健
太
さ
ん
に
聞
く

学
生
表
彰

学
長
賞 

舞
踏
研
究
部
3人

学
長
表
彰

　
科
学
界
全
体
で
超
一
流
誌
と

さ
れ
て
い
る『Science

』お
よ
び
、

化
学
分
野
で
一
流
誌
と
さ
れ
て

い
る『Angewandte Chemie, 

International Edition

』に
論
文

が
掲
載
さ
れ
、「
不
斉
自
己
触

媒
反
応
を
用
い
る
不
斉
の
起
源

と
ホ
モ
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
研

究
」
に
お
い
て
特
に
優
れ
た
研

究
成
果
を
挙
げ
た
硤
合
研
究
室

の
鈴
木
健
太
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　「
研
究
室
で
生
命
の
起
源
と

も
関
連
す
る
ホ
モ
キ
ラ
リ
テ
ィ

ー
に
興
味
を
持
ち
、
研
究
を
そ

の
ま
ま
続
け
て
き
た
ら
、
こ
う

い
う
結
果
に
な
っ
た
ん
で
す
」

と
謙
遜
気
味
に
お
話
し
さ
れ
る

鈴
木
さ
ん
は
、
博
士
課
程
ま
で

含
め
る
と
、
実
に
九
年
間
も
神

楽
坂
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
地
道
な

研
究
の
成
果
は
、『Science

』の

特
集
ペ
ー
ジ
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
ま
た
学
長
賞
も
受
賞
し
て

い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
が
所
属
し

て
い
る
硤
合
研
究
室
は
数
多
く

の
受
賞
歴
が
あ
り
、
東
京
理
科

大
学
を
代
表
す
る
研
究
室
の
一

つ
。「
不
斉
自
己
触
媒
の
研
究

を
目
指
し
た
と
い
う
よ
り
は
、

硤
合
先
生
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
世

界
を
相
手
に
研
究
を
行
っ
て
い

く
姿
勢
に
惹
か
れ
て
、
こ
の
研

究
室
を
選
び
ま
し
た
。
東
京
理

科
大
学
の
持
つ
真
面
目
さ
を
体

現
し
て
い
る
研
究
室
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
天
才
肌
の
硤
合
先

生
と
面
倒
見
の
い
い
川
崎
先
生

に
支
え
ら
れ
て
研
究
を
続
け
て

き
た
の
で
、
つ
ら
い
と
か
や
め

た
い
と
か
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
研
究
室
の
メ

ン
バ
ー
も
み
な
同
じ
気
持
ち
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
そ
う
語

る
鈴
木
さ
ん
の
原
点
は
、
私
た

ち
に
も
馴
染
み
の
あ
る
、
水
の

電
気
分
解
実
験
ら
し
い
。「
水

素
と
酸
素
を
分
離
し
て
集
め
、

火
を
つ
け
た
ら
、
ポ
ン
！
っ
て

い
う
不
思
議
さ
。
あ
と
、
界
面

は
簡
単
で
す
が
、
い
い
こ
と
で

載
る
の
は
難
し
い
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
」
と
、
あ
く
ま
で
も

淡
々
と
話
さ
れ
る
鈴
木
さ
ん
。

い
い
加
減
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
か

は
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
、
と

尋
ね
た
ら
、「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
に
入
っ
た
動
機
ぐ
ら
い
で
す

か
ね
。〝
す
ぐ
う
ま
く
な
る
〞

か
ら
ナ
イ
ロ
ン
66

を
作
る
実
験
に
も

夢
中
に
な
り
ま
し

た
。
液
体
か
ら
固

体
が
生
ま
れ
る
と

い
う
こ
と
の
新
鮮

さ
で
す
」。
き
っ

か
け
は
誰
に
も
あ

る
こ
と
で
、
そ
の

感
動
を
大
切
に
し

て
き
た
人
だ
か
ら

こ
そ
言
え
る
言
葉

か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
悪
い
こ
と

で
新
聞
に
載
る
の

っ
て
誘
い
文
句
に
ま
ん
ま
と
は

ま
り
ま
し
た
。
で
も
結
局
は
自

分
の
努
力
不
足
で
う
ま
く
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
研
究
に

は
真
面
目
に
取
り
組
み
ま
し

た
」（
笑
）。
世
界
有
数
の
研
究

と
い
う
の
は
、
や
は
り
す
ぐ
に

は
生
ま
れ
な
い
よ
う
で
す
。

（
12
面
に
関
連
記
事
）

第54回全日本学生競技ダンス選手
権大会チャチャチャの部で3位の濱
田健史さんと安福絵里子さんペア
（写真上）。
同選手権大会ルンバの部で2位の白
川慎平さん（写真下）。

鈴木さんの論文が掲載された『Science』誌の記事

総
合
化
学
研
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

60,000
（人） 志願者数

18歳人口50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

150
（万人）

140

130

120

110

100

90
06 年度

44,530人

133万人

45,286人

130万人

124万人
121万人122万人

50,856人 50,973人 50,443人

07年度 08年度 09年度 10年度

東京理科大学入試志願者数の推移

学部 Ａ方式 Ｂ方式 Ｃ方式 合計
理学部第一部 3,311 7,731 823 11,865
薬学部 880 2,087 161 3,128
工学部第一部 2,398 6,215 780 9,393
理工学部 5,079 11,318 1,468 17,865
基礎工学部 1,173 2,127 325 3,625
経営学部 1,372 1,406 127 2,905
昼間学部合計 14,213 30,884 3,684 48,781
理学部第二部 475 598 ̶ 1,073
工学部第二部 213 359 73 645
夜間学部合計 688 957 73 1,718
大学合計 14,901 31,841 3,757 50,499

表2　2010年度東京理科大学学部別志願者数

※単位：人

く
の
受
験
生

に
周
知
さ
れ

た
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り

ま
す
。ま
た
、

理
学
部
第
二

部
お
よ
び
工

学
部
第
二
部

の
夜
間
学
部

で
は
、
Ａ
方

式
の
志
願
者

数
は
減
少
し

た
も
の
の
、

Ｂ
方
式
・
Ｃ
方
式
の
志
願
者
数

が
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
十
八
歳
人
口
の
減
少
に
よ
る

鈴木健太　東京理科大学大学院
理学研究科化学専攻。平成22年
3月卒業。生命の起源とも関連
するホモキラリティーを研究。

東　京　理　科　大　学　報（11） 2010年（平成22年）　4月26日（月） 第 1 7 7号



空港照明の設計をする 吉田　奈緒子さん

　★略歴　（よした・なおこ）1997年3月、東京理科
大理工学部電気工学科卒、電気技術開発株式会
社に入社。現在、第二技術本部に所属、空港の
照明設計を担当する。電気電子部門技術士補。

　「
電
気
は
な
ぜ
つ
く
の
だ
ろ
う
」。
そ

の
疑
問
が
“
電
気
”
の
道
に
進
む
き
っ

か
け
に
な
っ
た
。
大
学
で
は
電
気
工
学

を
専
攻
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
は
電
気

設
備
の
設
計
に
携
わ
っ
て
い
る
。
設
計

の
業
務
に
お
い
て
は
、
電
気
だ
け
で
な

く
、
建
築
や
土
木
の
知
識
を
必
要
と
す

る
こ
と
が
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
が
尽
き
な

い
と
吉
田
さ
ん
。

　
空
港
の
灯
火
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
九

年
に
な
る
。
飛
行
機
が
駐
機
す
る
場
所

を
照
ら
す
た
め
の
エ
プ
ロ
ン
照
明
や
、

滑
走
路
等
に
設
置
す
る
灯
火
の
設
計
を

手
掛
け
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
設
備
は
国

際
条
約
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

満
た
す
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
上

で
、
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
気

を
使
い
、
ま
た
環
境
を
考
慮
し
た
設
計

を
心
掛
け
る
。

　
飛
行
機
に
よ
る
国
内
各
地
へ
の
出
張

が
少
な
く
な
い
が
、
町
に
出
ず
、
空
港

だ
け
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い
。
旅
を
し

て
旅
を
知
ら
な
い
不
可
思
議
（
？
）
な

職
場
。

　
な
ぜ
な
ら
飛
行
機
が
飛
ば
な
い
深

が
夕
暮
れ
の
自
然
の
ほ
の
か
な
光
と

融
合
し
た
時
の
息
を
の
む
美
し
さ
。

そ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
る
の
は
、

こ
の
仕
事
の
役
得
と
い
え
よ
う
。

　
だ
が
そ
の
美
し
い
光
は
、
安
全
の

た
め
の
光
で
あ
る
。
吉
田
さ
ん
は
、

飛
行
機
の
安
全
は
無
線
と
灯
火
に
よ

っ
て
確
保
さ
れ
て
い
る
と
語
る
。
美

し
い
光
は
信
号
の
役
割
を
果
た
す
。

　
上
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
見
て
、

着
陸
態
勢
が
正
常
で
な
い
と
、
台
形

の
形
を
し
た
光
が
い
び
つ
に
な
る
。

ま
た
着
陸
高
度
が
高
す
ぎ
た
り
低
す

ぎ
た
り
す
る
と
、
赤
と
白
の
進
入
角

指
示
灯
の
色
が
変
化
し
て
、
飛
行
機

に
危
険
を
知
ら
せ
る
。
滑
走
路
上
に

散
り
ば
め
ら
れ
た
光
の
色
は
信
号
機

と
同
様
の
意
味
を
持
つ
。
美
し
い
光

は
こ
う
し
て
飛
行
機
の
安
全
を
守
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
吉
田
さ
ん
の

仕
事
は
奥
が
深
い
。

　
そ
の
灯
火
は
二
カ
所
か
ら
電
源
を

と
っ
て
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期

す
。
ま
た
、
そ
の
点
灯
状
況
は
二
十

四
時
間
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
監
視
さ

　
平
成
二
十
一
年
度
に
優
れ
た

成
果
を
挙
げ
た
学
生
を
表
彰
す

る「
学
生
表
彰
式
」と「
学
長
表

彰
式
」
が
、
三
月
に
神
楽
坂
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
等
の
成
果
が
特
に
優
れ

て
い
る
学
生
を
対
象
と
す
る
学

生
表
彰
式
は
三
月
十
一
日

（
木
）、
神
楽
坂
校
舎
１
号
館
十

七
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
学
院
生
か
ら
十
一
人
の
推

薦
が
あ
っ
た
中
、
学
長
室
委
員

会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
五
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
課
外
活
動
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、
優
れ
た
功
績
を

挙
げ
た
者
や
評
価
を
受
け
た
者

を
対
象
と
す
る
学
長
表
彰
式

を
、
三
月
十
二
日
（
金
）
に
日

本
出
版
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
学
長
や
学
部
長
を
は
じ
め
教

職
員
、
他
の
受
賞
者
な
ど
総
勢

約
百
六
十
人
が
見
守
る
中
、
学

長
賞
に
個
人
三
人
、
学
生
部
長

賞
に
三
団
体
と
個
人
五
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
学
長
表
彰
者

は
右
表
の
と
お
り
。

▼
飯
田
千
尋
さ
ん
（
理
研
・
化

学
・
修
２
年
）

　
二
〇
〇
九
年
度
第
五
十
九
回

錯
体
化
学
討
論
会
に
お
い
て
ポ

ス
タ
ー
賞
を
受
賞
。
審
査
の
得

点
が
、
博
士
課
程
在
学
生
や
ポ

ス
ド
ク
を
抜
い
て
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
と
な
り
、
さ
ら
に
英
国
化
学

会
結
晶
工
学
国
際
賞
を
同
時
に

受
賞
し
ま
し
た
。

▼
鈴
木
健
太
さ
ん
（
理
研
・
化

学
・
博
３
年
）

　
科
学
分
野
の
超
一
流
誌

『Science

』
お
よ
び
、
化
学
分

野
で
一
流
誌
と
さ
れ
て
い
る

『Angewandte Chem
ie, International Edition

』誌
に
論

文
が
掲
載
さ
れ
、「
不
斉
自
己

触
媒
反
応
を
用
い
る
不
斉
の
起

源
と
ホ
モ
キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
研

究
」
に
お
い
て
特
に
優
れ
た
研

究
成
果
を
挙
げ
、
ま
た
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
・

キ
ラ
リ
テ
ィ
ー
２
０
０
６
」
に

お
い
て
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。（
11
面
に
関
連
記
事
）

▼
鈴
木
正
則
さ
ん
（
工
研
・
建

築
・
修
２
年
）

　
発
表
論
文
六
編
の
う
ち
の
二

編
で
、
日
本
建
築
学
会
関
東
支

部
「
二
〇
〇
八
年
度
関
東
支
部

若
手
優
秀
報
告
賞
」
お
よ
び
、

日
本
応
用
数
理
学
会
「
二
〇
〇

九
年
度
若
手
優
秀
講
演
賞
」
の

学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
川
邉
翔
平
さ
ん
（
理
工
研
・

土
木
・
博
２
年
）

　
論
文
を
第
十
七
回
国
際
地
盤

工
学
会
議
に
投
稿
し
、
地
盤
工

学
会
で
「
国
際
会
議
若
手
優
秀

論
文
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
成
果
を
第
四
十
四

回
地
盤
工
学
研
究
発
表
会
に
て

発
表
し
、「
優
秀
論
文
発
表
者

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
平
山
雄
啓
さ
ん
（
生
命
研
・

生
命
・
修
２
年
）

　
平
成
二
十
一
年
六
月
に
京
都

で
開
催
さ
れ
た
日
本
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
の
胸
腺
と
Ｔ
細
胞
研
究

者
の
集
ま
り
で
あ
る
四
学
会
に

よ
っ
て
共
催
さ
れ
る
国
際
学
会

に
お
い
て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を

行
い
、「Best Poster Prize

」を

受
賞
し
、
ま
た
、
日
本
免
疫
学

会
学
術
集
会
に
お
い
て
も
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
口
頭

発
表
に
修
士
課
程
在
学
二
年
間

で
二
回
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

夜
、
設
計
に
必
要
な
、
空
港
内

の
諸
設
備
の
距
離
や
寸
法
を
測

る
な
ど
、
現
地
調
査
が
欠
か
せ

な
い
か
ら
だ
。

　
仕
事
を
し
て
い
て
、
照
明
の

美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
長
さ
三
キ
ロ
の
滑
走
路

に
と
も
る
赤
、
白
、
青
色
の
光

の
帯
。
飛
行
機
か
ら
見
る
光
と

は
異
な
る
表
情
を
持
つ
。
そ
れ

れ
て
い
る
。
今
後
、
吉
田

さ
ん
は
そ
の
心
臓
部
分
と

も
い
う
べ
き
、
電
源
の
供

給
部
分
や
監
視
制
御
に
つ

い
て
、
よ
り
理
解
を
深

め
、
航
空
灯
火
全
体
の
流

れ
を
身
に
つ
け
た
い
と
、

新
た
な
挑
戦
に
意
欲
を
燃

や
す
。 

（
Ｋ
）

受賞団体・個人の主な成績・記録
白川　　慎平（Ｉ部体育局　舞踏研究部（神楽坂）・工1経工4年）
　第 54 回全日本学生競技ダンス選手権大会ルンバの部 2 位
濱田　　健史（Ｉ部体育局　舞踏研究部（神楽坂）・工 1 工化 4 年）
安福　絵里子（Ⅱ部体育会　舞踏研究部（神楽坂）・理 2 化学 4 年）
　第 54 回全日本学生競技ダンス選手権大会チャチャチャの部 3 位
　第 47 回全日本学生選抜競技ダンス選手権大会ラテン個人総合の部 3 位

●学長賞●

●奨励賞●

●学生部長賞●
Ⅰ部文化会　放送研究部（神楽坂）
　第 26 回 NHK 全国大学放送コンテスト DJ 部門 3 位
Ⅰ部文化会　将棋部（神楽坂）
　第 24 回全国オール学生将棋選手権大会（団体戦）5 位
　関東大学将棋連盟春季団体戦（A 級）4 位
Ⅰ部体育局　陸上競技部（野田）
　第 41 回関東理工系学生陸上競技大会（男子総合）優勝
竹本　　裕太（届出団体　Mice（神楽坂）・工 1 電気 4 年）
　第 24 回全日本学生マイクロマウス大会ハーフサイズ競技 1 位
　 第 30 回全日本マイクロマウス大会クラシック競技エキスパートクラス特別賞
　第 30 回全日本マイクロマウス大会ハーフサイズ競技探索賞
青木　　友佑（Ⅰ部体育局　舞踏研究部（神楽坂）・理 1 数情 4 年）
　第 54 回全日本学生競技ダンス選手権大会ワルツの部 9 位
花田　　達彦（Ⅰ部研究会　無線研究部（神楽坂）・理 1 物理 4 年）
　第 15 回 ROBO-ONE 全国大会（二足歩行ロボット格闘競技大会）JR PROPO 賞、
　C 言語でプログラミングしま賞
山㟢　　泰司（Ⅱ部体育会　剣道部（神楽坂）・理 2 化学 4 年）
　第 26 回Ⅱ部学生剣道東西対抗試合大会（男子個人戦）優勝
　第 26 回Ⅱ部学生剣道東西対抗試合大会（男子団体戦）最優秀賞
　第 45 回関東Ⅱ部学生剣道秋季大会優秀選手賞
紙谷　　建吾（Ⅰ部体育局　バスケットボール部（野田）・理工数学 4 年）
　 関東大学バスケットボールリーグ戦（3 部 B）得点・3 ポイントランキング 1 位

●特別奨励賞●
佐倉　　俊祐（届出団体　Mice（神楽坂）・理 1 応物 1 年）
　 第 30 回全日本マイクロマウス大会クラシック競技エキスパートクラス 2 位
　第 24 回全日本学生マイクロマウス大会クラシック競技 1 位
伊藤　　沙織（Ⅱ部体育会　舞踏研究部（神楽坂）・工 2 建築 3 年）
　第 54 回全日本学生競技ダンス選手権大会クイックステップの部 1 位
若代　　　愼（Ⅱ部体育会　舞踏研究部（神楽坂）・理 2 化学 1 年）
阿部　　直子（Ⅱ部体育会　舞踏研究部（神楽坂）・理 2 化学 3 年）
　第 54 回全日本学生競技ダンス選手権大会ルンバの部 2 位 11 面
内田　　千尋（Ⅰ部体育局　水泳部（神楽坂）・理 1 化学 1 年）
　第 85 回日本学生選手権水泳競技大会 100m バタフライ26 位
　ジャパンオープン 2009　50m バタフライ32 位

届出団体　Mice（神楽坂）
　 第 30 回全日本マイクロマウス大会クラシック競技フレッシュマンクラス団体賞
学生団体　Stock（神楽坂）
　 テクノルネサンス・ジャパン　アイデアコンテストQUICK 部門優秀賞（2 位）
Ⅰ部体育局　洋弓部（神楽坂・野田）
　関東学生アーチェリーリーグ戦（男子 1 部 B）5 位（5 年間残留）
中村　　栄宏（神楽坂）（工 1 電気 3 年）
　第 30 回全日本リコーダーコンテスト独奏（高校・大学部門）花村賞・金賞
　同五重奏（一般部門）花村賞・金賞
松本　　健寿（Ⅰ部体育局　洋弓部（神楽坂）・工 1 工化 3 年）
　第 48 回全日本学生アーチェリー個人選手権大会 47 位
奥岡　　真也（Ⅰ部体育局　陸上競技部（野田）・理工物理 2 年）
　第 88 回関東学生陸上競技対校選手権大会（2 部）110m ハードル 5 位
　第 41 回関東理工系学生対抗陸上競技大会 110m ハードル 2 位
友田　　圭祐（Ⅰ部体育局　硬式庭球部（野田）・理工電気 2 年）
　関東理工科大学硬式庭球連盟 2009 年個人戦男子シングルス準優勝
五十嵐　亮平（久喜）（経営経営 2 年）
　毎日新聞夕刊執筆記事 22 回掲載

●功労賞●
体育祭実行委員会（神楽坂・野田・久喜）
　 昨年好評であったフットサル大会も同時に開催し、幅広い参加者が楽しむことができ

た。競技種目にも工夫を凝らし、実行委員会が一丸となり、運営に当たった。また後
夜祭では、地域との連携を意識した和太鼓演奏を組み込み、体育祭を成功に導いた。
理大祭実行委員会（神楽坂）
　 再構築工事により企画スペースが限られている中、今年のテーマ「say cheese!!」

の笑顔を用いた個性あふれる装飾や新企画を立ち上げ、例年並みの来場者を集め
る祭典となった。飲酒事故防止講習会への参加徹底やインフルエンザ対策など安
全面にも配慮した運営を万全の協力態勢で行い、祭典を見事に成功させた。
理大祭実行委員会（野田）
　 構内に線路を引き、誰でも乗れる「SL ☆スクエア」や小学生以下の子供たちを対

象とした「ペーパークラフト」などの新企画を立ち上げ、例年好評の「移動動物園」
や「駄菓子るんるん」とともに、子供から大人まで幅広い年齢層に好評を得ていた。
理大祭実行委員会（久喜）
　 近隣住民による模擬店や地元高校生によるイベント、小学生を対象にしたサッカー

教室、恒例のライブや打ち上げ花火をはじめ、オープンキャンパス、父母懇談会
やサイエンス夢工房なども同時開催され、テーマ「理 member」どおり、来場者の
記憶に残る（remember）イベントを企画運営し、理大祭を成功に導いた。
平野　　直樹（Ⅰ部体育局　局長）他本部役員計10名
早川　　勇輝（Ⅱ部体育会　会長）他本部役員計11名

●感謝状●
学生団体　みらい研究室学生実行委員会（神楽坂・野田・久喜）
　 本イベントの企画運営によって、来場者に科学の面白さを実体験してもらうととも

に、本学学生の力をアピールした。このことは、大学広報の一助となっただけでは
なく、社会的に意義ある活動となった。

藤
嶋
学
長
を
挟
ん
で
左
か
ら
鈴
木
健
太
さ
ん
、
飯
田
千
尋
さ
ん
、

平
山
雄
啓
さ
ん
、
川
邉
翔
平
さ
ん
、
鈴
木
正
則
さ
ん
（
円
内
）

瀬
戸
副
学
長
を
挟
ん
で
左
か
ら
白
川
慎
平
さ
ん
、
濱
田
健
史
さ

ん
、
安
福
絵
里
子
さ
ん

学
生
表
彰

編
集
後
記

＊
今
年
の
三
月
は
慣
れ
親
し
ん
だ

方
々
と
の
別
れ
が
多
く
、
寂
し
さ

と
同
時
に
節
目
を
感
じ
る
年
度
末

で
し
た
。
そ
し
て
四
月
。
新
た
な

出
会
い
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ

て
、
も
っ
と
魅
力
あ
る
紙
面
作
り

に
励
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
Ｓ
）

　
次
号
は
七
月
上
旬
に
お
届
け
す

る
予
定
で
す
。

平成21年度

学生表彰 学長表彰5人・ 11団体
41人

（11面に関連記事）

（11面に関連記事）

第 1 7 7号 2010年（平成22年）　4月26日（月） （12）東　京　理　科　大　学　報


